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例 仁コ

1本書は、佐久市が行う「まちづくり総合支援事業城山公園整備」に伴う、埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2　調査原因者　佐久市

3　調査主体者　佐久市教育委員会

4　遺　跡　名　野沢舘跡Ⅳ（NNZⅣ）

5　所　在　地　佐久市大字原字居屋敷110－5

6　調査期間　発掘調査　　平成14年9月17日～10月10日

平成14年10月21日～12月2日

平成14年12月17日～12月26日

整理調査　　平成15年4月1日～平成16年3月31日

7　調査面積1，900m2

8　空中写真撮影、石積平面図・側面図の作成は株式会社こうそくに、国家座標に基づく測量基準杭の設定は有限会

社浅間エンジニアリングに、堀覆土の自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株式会社にそれぞれ委託した。

9　発掘調査中、長野県埋蔵文化財センター河西克道民には数々のご指導をいただき、報告書作成に際しては玉稿を
賜り付編に掲載させていただいた。

10　石積みの構造については、奈良県立橿原考古学研究所北垣聴一郎氏、土師器皿・陶磁器類については長野県埋蔵
文化財センター市川隆之氏のご教示をいただいた。

11本書の執筆・編集は三石が行った。

12　出土遣物及び調査に関する記録類は、一括して佐久市教育委員会文化財課の責任下に保管されている。

凡　　　　　例

1挿図の縮尺は遺構－1／80、遺物－1／4を基本としたが、異なる場合は図中に明記した。

2　土層及び遺物胎土の色調は、1999年版『新版　標準土色帖』に基づいて示した。

3　写真図版中の遺物番号は挿図における遺物番号と同一であり、縮尺は図版中に明記した。

4　遣物観察表中における（）は推定値、く　〉は残存値であり、－は計測不能を表している。

単位はcm・gである。

5　本報告書の挿図中のスクリーントーンは以下のことを表す。

地　山　匠歪≡∃　崩落礫［＝コ

灰　和賀■l　陶磁器断面－■
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第I章　調査の概要

第1節　調査の経緯と経過

野沢館跡は佐久市大字野沢・原に所在し、千曲川左岸に広がる標高675m内外の河岸低段丘に展開する。平安時代末

期から中世の居館址として、昭和40年に「伴野城跡」として長野県史跡に指定されている。

伴野城跡は「鎌倉時代以来伴野氏の館跡で後の野沢城の主部にあたる。東西74～85m、東西110mの長方形で周囲に

用水路を巡らし、その内側に沿って西・北・東の三方に土塁を残している。室町から戦国時代にかけて伴野氏が館跡

を主郭として二の郭・三の郭などを設け堀を巡らすなど規模を拡大した。江戸時代以降は官庫・陣屋・岩村田藩出張

所など官公地として存続した。」と『佐久市志』に記述されている。

本館跡内では平成3年度に野沢館跡I・Ⅲの調査が行われ、中世の土坑・柱穴址・石組遺構等が検出されている。

また、平成11年度に実施された薬師寺遺跡では近世の寺院と中世の園池が調査され、平成13年度の野沢館跡Ⅲ、平成

15年度の野沢館跡Vでは土坑・柱穴址が調査されている他、平成15年度に行われた野沢館跡Ⅵの発掘調査では外郭の

堀の一部が確認されている。

今臥佐久市都市計画課が行う「まちづくり総合支援事業城山公園整備」に伴い、堀及び土塁の確認調査を実施す

ることとなり、佐久市教育委員会が発掘調査を実施する運びとなった。
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第2節　調査組織

調査主体者　　佐久市教育委員会　教　育　長　高柳　　勉

事　務　局　　教　育　次　長

文化財課長

文化財係長

文　化　財　係

調査体制　　調査担当者

調　査　主　任

調　　査　　員

黒沢　俊彦（平成14年度）

嶋崎　節夫

森角　吉晴（平成14年度）

林　　幸彦　三石　宗一

赤羽根寿文（平成15年度）

高村　博文（平成15年度）

須藤　隆司　小林　眞寿

冨沢　一明　上原　　学　出澤　　力

山本　秀典（平成14年度）

三石　宗一　出澤　　力

森泉かよ子

阿部　和人

佐藤　　剛

橋詰　勝子

渡辺　長子

赤羽根太郎（平成15年度）
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第3節　委員会の設置

1　委員会の設置と委嘱

県史跡伴野城跡の公園整備とこれに伴う埋蔵文化財発掘調査について検討を行うことを目的として「県史跡伴野城

跡保存整備委員会」を組織し、平成14年7月17目付けで佐久市教育委員会教育長名で委嘱を行った。

県史跡伴野城跡保存整備委員会

役　　　 職 氏　　 名 経　　　　　 歴

委　　 員　　 長 木　 内　　　　 寛 佐久地方古代 中世研 究者

副　 委　 員　 長 武　 田　　 今朝治 野沢地 区開発促進期 成同盟会副会長

委　　　　　 員 小　 野　　 正　 敏 国立歴史民俗 博物館考 古研 究部助教授

委　　　　　 員 飯　 島　　 敏　 宏 野沢地区開発促 進期成 同盟会副会 長

委　　　　　 員 市　 川　　 悦　 雄 野沢地区開発促 進期成 同盟会副会長

委　　　　　 員 井　 出　　 正　 義 佐 久地方古代 中世研究者

委　　　　　 員 内　 堀　　 儀　 彦 野沢地区開発促進期成 同盟会会長
委　　　　　 員 河　 西　　 克　 造 長野県埋蔵文化財 セ ンター
委　　　　　 員 茂　 原　　 仙　 次 地元学識経験者

委　　　　　 員 並　 木　　 徳　 夫 地元学識経験者

2　委員会設置要綱

佐久市教育委員会では、同委員会設置要綱（案）を定め第1回委員会において承認を得た。

県史跡伴野城跡保存整備委員会設置要綱

（趣　　旨）

第1条　この要綱は、県史跡伴野城跡の史跡公園整備とこれに伴う埋蔵文化財発掘調査について検討を行うために設

置する県史跡伴野城跡保存整備委員会（以下、「委員会」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。
（協議事項）

第2条　委員会は、次に掲げる事項を協議し、決定する。

（1）野沢館跡Ⅳの発掘調査に関すること。

（2）史跡公園「城山公園」の整備に関すること。

（3）その他必要な事項。

－　2　－



（組　　織）

第3条　委員会は、別表の委員をもって組織する。

2　委員長は、会務を統括する。

3　委員長に事故ある時は、副委員長がその職務を代行する。

（委嘱及び任期）

第4条　委員会の委員は、佐久市教育委員会が委嘱する。

2　委員の任期は、委嘱した日から1年間とする。なお、事業が継続する場合はさらに1年間延長するものとす

る。

（役　　員）

第5条　委員会に次の役員を置く。

（1）委員長1名

（2）副委員長1名

（会　　議）

第6条　委員会は、委員長が招集する。

2　会議の議長は、委員長がこれにあたる。

（事務局）

第7条　委員会の事務局は、佐久市教育委員会文化財課に置く。

（その他）

第8条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。

（付　　則）

この要綱は、平成14年7月17日から施行する。

第4節　調査日誌

平成14年7月17日

9月12・13日

9月17日～10月10日

10月2日

10月21日～12月2日

10月22日

11月17日

12月6日

12月17日～26日

平成15年2月12日

2月17日

7月18日

第1回伴野城跡保存整備委員会

スーパーハウス設置、機材搬入。

重機により旧野沢会館跡地へトレンチ

の掘り下げを行う。

堀の存在を確認するため、トレンチ

A・B・Cの掘り下げを行う。

東側土塁の一部切断調査を行う。

第2回伴野城跡保存整備委員会

旧野沢会館建物及び城山公園内四阿・

遊具の基礎撤去作業を行い、破壊状況

と遺構の確認を行う。

堀・土塁の石積み写真実測実施。

地元野沢地区の皆さんを対象とした現

地説明会を開催。

第3回伴野城跡保存整備委員会

ラジコンによる空中写真撮影。

南側虎口部分と東側Aトレンチを拡張

し、石積みの検出を行う。

土橋石積み写真実測実施。

既設トイレ・花壇撤去立ち会い。

第4回伴野城跡保存整備委員会

第5回伴野城跡保存整備委員会

4月1日～平成16年3月31日　　報告書作成作業を行う。

平成16年3月18日　　　　　　　第6回伴野城跡保存整備委員会

－　3　－



第逗童　遺跡の遠地と環境

第1節　自然環境

佐久平は北に浅間山を主とする三国山脈の南端峰群、東から南に関東山地から連なる山々である佐久山地、西から

南方に八ヶ岳連峰と四方を山々に囲まれた盆地で、長野県の東端部に位置する。

佐久市の東側群馬・長野の県境は佐久山地と呼ばれている荒船山（1，422m）、物見山（1，375m）、八風山（1，315m）

から妙義山（1，104m）と続き、妙義荒船佐久高原国定公園に指定されている。西側は赤岳（2，899m）、硫黄岳（2，742

m）、蓼科山（2，530m）、霧ヶ峰、美ヶ原台地と続く八ヶ岳中信高原国定公園が諏訪郡界となっており、両側とも古代

からわが国東西交通の難路として東山道・中山道とその脇街道としての多くの岐路が拓かれていた。また、北側は活

火山浅間山（2，560m）から北へ高峰山（2，105m）、湯の丸山（2，105m）、烏帽子山（2，065m）、四阿山（2，333m）な

どの上信火山帯が続く上信越国立公園がそびえている。

この佐久平の中央を南から北へ多くの支流を集めて千曲川が貫流している。千曲川は東信最東端の埼玉県境にある

甲武信ケ岳（2，483m）から発源して北流し、川上村を流下して南佐久郡佐久町付近に至ると水量を増し谷幅を広めて

佐久平に入り小諸市布引北方で小県郡に流出している。この千曲川の流路を基軸として小諸市から佐久町までの南北

約20km、佐久市中央部で東西約10kmのほぼ菱形の高原盆地が佐久平である。稲作単作地帯ではあるが潅漑水の安定・

夏季の晴天日が多いなどの自然条件に恵まれている地域である。

地形構造の上からの佐久平は①浅間火山噴出物の堆積する北東部、小諸・岩村田地域、②佐久山地古期岩層周辺の

南佐久東半部、③千曲川以西、八ヶ岳蓼科山麓部分の南佐久西半部に大別区分される。その境界は南北でほぼ千曲川

の流路であり、①・②の境界は内山川と志賀川が合流して千曲川に注ぐ滑津川の東西線で、旧南佐久郡と北佐久郡の
境界の断崖線でもある。

①は小諸市・御代田町・佐久市の北半部の平坦地で、わが国で最も若い火山浅間火山の第四期の火山噴出物一塚原

泥流・軽石流・追分火砕流－の火山灰・火山砂・火山礫・浮石・火山弾の堆積地帯で末分解透水性は良好であるが、

粘性・凝結怪の乏しい火山性壌土が地表を被っている。そのために流水に対する抵抗力は頗る弱く、この地帯は流水

による火山麓地帯特有の水蝕地形「田切り地形」が発達している。

②は佐久市南半部・南佐久郡の千曲川以東の町村の平地部分で、佐久山地の秩父古生層・中生層・新生代第三紀層

地帯を浸食谷がよく発達し、谷口扇状地・洪積堆積層分布地も含まれている。肥沃土壌層は厚いが段丘や傾斜地が多
い。

③は北佐久郡御牧村・小諸市の一部・望月町・立科町・浅科村・佐久市西部・臼田町・佐久町の西半部地域の八ヶ

岳蓼科火山山麓平地で、火山基盤の集塊岩は佐久平まで到達し沖積層と合わさって台地状地形を作っている部分もあ

るが火山溶岩の露出はなく、山麓緩斜面は厚いローム層に被われている部分が多い。佐久平周辺部は耕作適地土壌に
恵まれている。

このうち野沢館跡は、③千曲川以西、佐久市南部の中心部に位置し、千曲川の西約300mの沖積地に存在しており標

高約675mを測る。この付近は佐久平中心部の沖積氾濫源の堆積地帯で、地層は上部から黄褐色の砂質細粒粘土層が

40m内外の厚さで堆積している。その下部は大小の円礫を多量に含む砂礫層が観察され、50m以下は確認することが

できなかったが数メートルの厚層であることは付近の古井戸から推定される。

これらの堆積当時の状態を考えると、千曲川の大洪水大氾濫期が長く続き流路は至る所を移動し、上流の八ヶ岳・

佐久山地からの多量な大小各種の砂礫を佐久平一面に溢流堆積したもので各所に自然堤防なども形成した。流水量の

変化により流路がほぼ安定した以後も時には大洪水の濁流のみが自然堤防を溢れて濁水を充たした細粒粘土をその上

部に堆積してこの付近の水田耕作面が形成されたものと解釈される。

佐久平の中心部である野沢平のこの辺りは土壌も肥沃であり古くから用水施設も完備され、冷字書もない水田適地

である。野沢館跡の堀へ引水した水路が起源であると伝えられる八か用水（野沢堰）は、野沢町の古村名（今の大字）

高柳・鍛冶屋・本新町・取出・野沢・原・三塚・跡部の人ケ村を潤すので命名されたもので、臼田町稲荷山下で千曲

川から取水し、道川・柳沢用水・一本柳用水に分水して野沢平の田用水として利用されている。

（佐久埋蔵文化財調査センター調査報告書第13集『前沢　蔦石』より抜粋、一部加除）
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第2節　周辺遺跡

野沢館跡が所在する野沢地籍及びその周辺の三塚・前山・小宮山・桜井地区には東に傾斜する山地や山裾、また沖

積低地に数多くの遺跡が散在する。

まず、先土器時代の遺跡として、211点からなる石器群が出土した立科F遺跡があり、検出層位から31200年±900年

前の年代が与えられている。続く縄文時代の遺跡には、前期前半の住居址6棟が調査された後沢遺跡、中期後半の住

居址16棟が調査された中村遺跡、筒村B・山法師B遺跡などがある。また、前山地籍の瀧の下遺跡からは後期の敷石

住居址2棟が検出されている。縄文時代の遺跡はその多くが山地沿いの谷間か水田面に接する山裾周辺に広がってお

り沖積低地での集落址は発見されていない。

次に弥生時代の遺跡としては後沢遺跡で中期3棟・後期32棟の住居址、方形周溝墓3基が調査され、西裏・竹田峯

遺跡からは中期9棟・後期5棟の住居址とともに後期の壷棺墓が検出され、壷内より胎児骨と管玉・ガラス小玉が出

土している。また、舞台場遺跡では後期の住居址13棟が調査されている。いずれも片貝川西部の山裾に広がる遺跡で

あり、千曲川と片貝川に挟まれた微高地上からは弥生時代の集落は検出されていない。

古墳時代に至ると遺跡は沖積低地まで広がり、圃場整備などで中道遺跡・市道遺跡・三塚町田遺跡・跡部町田遺

跡・三塚鶴田遺跡・上桜井北遺跡などが調査されている。近年では都市計画道路小諸臼田線道路改良事業（国道141

号）に伴い平成11年度に跡部俵田遺跡・跡部町田遺跡Ⅱの発掘調査が行われた他、寺添遺跡（平成6年度）、市道遺跡

Ⅱ（平成10年度）、宮添遺跡（平成11年度）、中道遺跡Ⅱ（平成9・11・13年度）、東五里田遺跡（平成14年度）の調査

が実施され、中期後半から後期の集落址が調査されている。
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古墳址は千曲川東岸の山裾に群集境が集中して存在するのに対して西岸には少なく、蓼科山塊が沖積平坦地に突き

出す尾根の先端部やその山腹などに散在しているのみで、昭和61年度に佐久市志編纂事業に伴い調査が行われた瀧の

峯古墳群の他、榛名平遺跡で後期から終末期に属する横穴式石室の榛名平1号境と坪の内古墳が調査されたにとど

まっている。

奈良・平安時代は古墳時代と同様な様相を示し、低地と山裾に小規模な集落址が確認されている。中道遺跡からは

奈良三彩の蓋が、榛名平遺跡からは奈良二彩の蓋が出土しており注目される。

鎌倉時代以降になると野沢館跡や前山城跡が伴野氏によって築かれたとされ、「一遍上人絵伝」にも当時の伴野氏館

の様子が描かれている。また、榛名平遺跡からは中世後期と考えられる土墳墓・火葬墓といった墳墓群が検出されて

いる。
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第1表　周辺遺跡一覧表
No． 遺　 跡　 名 所　 在　 地 調査年度 検　 出　 遺　 構　　　 出　 土　 遣　 物　 等

1 野沢館 跡Ⅳ

、血

野沢字居屋 敷 平成14 年度 本調査

2 俵 田退跡

、＿【圭L

野沢字俵 田 昭和4 5年度 住居址 4 （奈良 ・平安 ）、土壌 9

3 東五里 田遺跡 野沢字東五里 田 平成 14 ・15 年度 住居址 2 （奈 良）、掘立柱建物址21 奈 良 ・中世　 竪穴状遺構 2　 土坑 14　 溝址 2

4 上桜井北遺跡

、＿l圭L

桜井字橋詰 昭和52年度 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　ヽ
住居址 18 （古墳 ㌦平安）、特殊遺構10

5 跡部 町田退跡

、虫

跡都字 町田 昭和50年度 住居址 5 （古墳）、土坑 2 、溝 1

6 跡部町 田退跡 Ⅱ

、虫　　　、’　　JL

跡部字孫次郎 ・反田 平成11年度 住居址 16 （古墳 ～平安）、掘立柱建物址 1

7 跡郡俵田遺跡群跡部住田遺跡 跡都字倦 田 ・口明塚 平成11年度 住居址 74　 古墳、平安 、掘立柱建物址 5　 鍛冶址 1 畑址

8 三塚町田遺跡 三塚字町田 昭和49年度 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
住居址 6 （古墳）、竪穴状遺構 1 、土坑、溝

9 市道遺跡 三塚字市道 昭和49年度 住居址 10 （古墳～平安）、竪穴状遺構 5 、土坑　 溝址

10 市道遺跡 Ⅱ 三塚 字市道 平成10年度 ヽ
住居 址 5 （古墳 ・奈良）、掘立柱 建物址 4　 土坑 10　 溝址 3

11 三塚 鶴田遺跡 三塚 字鶴田 昭和50 年度 　ヽ　　　　　　　　　　　　　ヽ
住居址 4 （平安）、土坑 3

12 二千束遺跡群宮添遺跡 三塚字富 添 平成11年度 住居址 4 （古墳 ・奈良㌔平安）、竪穴状遺構 2　 土坑 3　 柵列 3　 ピッ ト39
13 三塚遺跡 三塚字東野沢 田 昭和48 年度 　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　ヽ

住居址 3 （古墳 ・平安）、土坑 2
14 三千束遺跡群寺添遺跡 三塚字寺添 平成 6 年度 住居址 29 （古墳 ・奈 良）、掘立柱建物址 6　 井戸址 4　 土坑 3　 溝址 1

15 中道遺跡 前 山字 中道 昭和46年度 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　ヽ
住居址 6 （古墳 ・平安）、奈 良二彩蓋形陶器　 和同開弥

16 中道遺跡 Ⅱ 前山字 中道 平成 9 ・1「 13年度 ヽ
住居址17 （弥生～古墳）、土坑 4 、 ピッ ト群

17 後沢遺跡 小宮山字後沢 昭和51 ・52年度 住居址 54 （縄文～平安）、方形周溝墓 3 、特殊遺構　 土坑

18 瀧の下遺跡 前山字滝下 ・鱗渓 平成 2 年度 ヽ
住居址 3 （縄文）他

19 西裏 ・竹田峯遺跡 伴野字西裏、根岸字竹田峯 昭和60年度 住居址2 6 （弥生中期～平安）、特殊遺構 4　 同港 3　 土坑 26　 溝 7　 ピ ット

20 筒村 B ・山法師 B 遺跡 根 岸 平成 3 ・4 年度 　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　ヽ
住居 址 9 （縄 文 ・平安）、掘立柱 建物址 4 、竪穴建物址 2　 土坑　 ピ ット群

2 1 中村 遺跡 根岸 字 日向 昭和57年度 　ヽ　　　　　　　　　ヽ
住居址 16 （縄 文中期 ）、土坑 5 （縄 文前 ・中期） 溝 1

22 舞 台場遺跡 根岸字反 り田 昭和 56 年度 ノ　　　　　ヽ
住居址 52 （弥生～平安）、掘 立柱建物址 4 、土坑 22、特殊遺構 1 、溝址 2　　　 1

住居址 3 （縄文 ・奈 良 ・平安）、土坑、 ピッ ト群　　　　　　　　　　　　 l23 小金平遺跡 根岸字小金平 昭和56 年度

24 立石遺跡 根岸字立石 昭和56年度 遺構 ・遺物 な し

25 石附窯址 根岸字石附 昭和56 ・63、平成元年度 須恵器窯址 2 （古墳）、木炭窒址 5 （古墳） 方形周溝墓 1 竪穴状遺構　 土坑

26 榛名平・坪の内遺跡群榛名平遺跡 根岸字榛名乎 ・坪の内 平成 5 ・ 6 年度 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　ヽ
住居址 112 （縄文 ～平安）、掘立柱建物址30、古墳 2　 方形周溝墓　 土坑　 竪穴状遺構

27 瀧の峯古墳

－」一　、　　　、虫

根岸字堂の入山

さ＿ヱ＿

昭和61年度 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　彗巴　ヽ　　　　　　　　ヽ
古墳 2

28 止科 F 追跡

＿上エー

別山字立科 平成 2 年度 石器ブ ロック9

2 9 別山城跡 小宮山字城山 ・伴 野城根

30 前山古 城跡 前山字尾垂 ・川越 石

3 1 荒城跡 前 山字 鷺林 l

32 荒 山城跡 大沢字城 山

第3節　野沢館跡の概観

今回調査を行った野沢館跡Ⅳは佐久市大字野沢字居屋敷110－5に所在する。昭和40年に長野県史跡に指定されて

おり、大伴神社をはじめ南に金台寺、東に成田山薬師寺といった寺社に囲まれた野沢市街地の中心部に位置している。

「伴野城跡」として長野県史跡に指定されているのは東西74～85m、南北110mの範囲内で、現在は周囲に用水路が

巡り西・北及び東の一部に高さ約3mの土塁が残っている。

野沢館跡のはじまりについては二つの見方があるとされ、（註1）「ひとつは野沢を名字とした人物として、平安末期、

木曽義仲に従った野沢太郎が知られていることから、平安末期この地には野沢氏が住んでいたと考え、野沢城はこの

野沢氏にはじまるとするものである。そして鎌倉幕府初期に甲斐から佐久伴野庄の地頭に補任された小笠原長活から、

その子時長に引き継がれたと考える。もう一つは、小笠原長活の子で伴野氏を名乗った時長かその子の時直が築いた

とするものである。」その後、伴野と大井の争い、伴野一族内の争いの中で、防衛強化の必要から現在の野沢館跡を

主郭として外郭を設けて城郭としての形態を整えるようになったとされ、（註2）寛延四年（宝暦元、一七五一）の絵図
を第5図に示した。

江戸時代以降の野沢館跡については、「江戸時代になってからの野沢城址は、先ず小諸に在城して佐久を領した仙石

氏が、ここに米倉を建てて年貢米の貯蔵に当てた。その後江戸の中期佐久の大部分が幕府領となった当時、代官の陣

屋がこの城地に設置され（代官馬場源兵衛）又米倉も置かれて貢米の貯蔵が行われた。享保三年（一七一人）役所を

廃止するに当たって、ここを村の郷倉地に下付したという。明治になり、二十二年にこの館址に城山館が建てられ、

更に四十四年には村社諏訪社を館址の一角に移し、以前からここに在った八幡社と合両し、旧庄名に因んで大伴神社

と称した。以来この館址は、大伴神社の境内地並びに公園となって現在に及んでいる。」と記載されている（註3）。

近年では昭和36年に野沢会館が建設され、昭和51年からは城山公園（都市公園）として市民の憩いの場として広く

利用され今日に至っている。今回の調査地付近は、昭和58年に行われた佐久市遺跡詳細分布調査によって主郭・外郭

を中心に「野沢館跡」として周知され、本調査の他に「薬師寺遺跡」（平成11年度）、「野沢館跡Ⅲ」（平成13年度）、野

沢館跡V・Ⅵ（平成15年度）などの発掘調査が実施されている。

註1）郷道　哲章1993「第三章　第一節　二武士と館」『佐久市志　歴史編（二）中世』
註2）木内　寛1993「第六章　第五節　二城館と集落」『佐久市志　歴史編（二）中世』
註3）平林　富三1972「伴野氏館跡（野沢城）来歴」『資料第一　伴野氏館跡来歴　伴野氏について』
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第5図　伴野城跡絵図（『長野県の中世城館跡一分布調査報告書－』より転載）

野沢八景（並木徳夫氏蔵）
並木氏によると、1830年代（天保年間）の作とされ、野沢館跡の他金台寺・野沢
橋・浅間山など旧野沢村の代表的な景色が描かれている。

第6図　野沢館跡図
（昭和31年調整の旧公図を基に作成）
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第Ⅲ章　発掘調査

第1節　調査の方法

今回発掘調査を実施した野沢館跡Ⅳは、昭和40年「伴野城跡」として長野県史跡に指定されていることから長野県

教育委員会の指導を受け実施した0また、調査の方法については随時「保存整備委員会」に諮り決定した。

調査は①調査区東及び南側の堀の確認、②東側土塁の一部切断調査、③旧野沢会館建設及び城山公園内の四阿・遊

具の設置による郭内の破壊状況と遺構の確認の3点について行った。

①東側A・南側Bの2箇所について、調査区の周囲を巡っている現水路内側の石積みを撤去した後、トレンチA・

Bを掘り下げ堀の確認を行った。その結果、いずれのトレンチからも堀の覆土である黒色の水性堆積層が認められ、

堀の存在が確認されたことからさらに東側にトレンチCを設定し掘り下げを実施した。覆土については当時の古環境

に関する情報を得るため珪藻分析・花粉分析を行った。調査区南東部分については堀のコーナーを確認するためプラ
ンの検出を行った。

郭内への入口施設は南側中央部分に存在すると考えられたことから、調査範囲を拡張して検出された石積みの範囲

確認を行った。調査の結果、南側の人口施設である土橋の両側に設けられた石積みの一部であることが判明した。ま

た、東側に設定したトレンチAにおいても同様な石積みが確認され、東側での入口施設の存在が予想されたことから

トレンチを南北に拡張して石積みの範囲確認に努めたが、石積みの上部にあたると考えられる石列が検出されたもの

の、明確な石積みの範囲は確認できなかった。検出された石積みについては保存を前提として範囲確認のみとし、調
査の際の堀内に崩落した礫の撤去も最小限とした。

②土塁は西・北及び東の一部に残っている。現存する土塁上にはケヤキ・サクラなどの高木があることから、これ

らをできるだけ避ける位置にトレンチを設定し、規模・構築過程を把握することを目的として一部切断調査を実施し

た0調査にあたっては、遺物の出土層位を把握するため表土削平以外の掘削作業は人力で行った。掘り下げ段階で中

央部分より東側（外側）6段、西側（内側）4段の石積みが確認された。土塁の構築段階を考えるうえで重要な資料

であると考えられることから保存整備委員会に諮り、この部分については保存することとし、他の部分について地山

まで掘り下げを行うこととなった。また、委員会での指導により郭内における整地層を確認するためトレンチを西側

に延長して掘り下げを行ったが、トレンチ内より城跡に関連すると考えられる土坑・ピット等が検出されたため、検

出面での記録を行った後現状のまま埋め戻すこととし、整地層の確認はこれらの遺構を避け部分的に行った。

③平成13年度に実施した旧野沢会館の撤去は基礎部分を残しての撤去であることから、今回は基礎を撤去した後、

会館建設による破壊状況の確認調査を行い、併せて遺構の有無を確認した。建物基礎の撤去については、破壊を免れ

ている部分を傷めないように会館建設時に掘削した部分のみを掘り起こして基礎を引き抜く方法で行い、会館跡地内

の破壊状況と遺構の確認を行った。また、これ以外の部分は城山公園（都市公園）として利用されていたことから、

公園内に設置されていた四阿・遊具、南側の防火水槽についても同様な方法で撤去を行い設置によって破壊を受けて
いる範囲の確認を行った。

10－



第7区l　調査区現況測量図
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第2節　虎口の確認調査

郭内への出入口施設である虎口の位置を明らかにすることを目的として史跡内南側のほぼ中央に調査区を設定して

掘り下げを行った。調査の結果、堀内周の立ち上がり部分にあたるほぼ直立した状態の石積みが確認された。

石積みの石材には川原石の自然石が用いられており、本調査地は千曲川の氾濫源に位置していることから堀の掘削
の際に入手できる石を使用しているものと考えられる。

石の積み方については、土橋部東側に一部大型の石を立てて使用している部分が認められるものの、石積みの強度

を保つため石の長辺を控えとして石の小面を堀面としている。また、これらの石材は小面を水平に積むことを基本と

しているものの横目地の通らない乱れた「乱積み」である。堀内からは崩落した礫が多量に検出されたことから底面

までの掘り下げには至らなかったため規模については明確ではないが、土橋接続部から東側2．2m、西側2．8m、高さ約

1mまで調査を行い、この石積みが内側で南に屈曲して土橋を形成していることが判明した。

土橋は現在の出入口とほぼ同じ位置にあたり約3mの幅を有する。土橋の両側に設けられたこの石積みは堀部と同

様な「乱積み」であり、東側で1．4m、西側で1．7mが確認されたが、南に向かうに従って徐々に形を失い、さらに南側

は撹乱による破壊を受けている。また、残存している石についても堀側にずれているものが認められる。

土橋の構築については、第9図に示したように堀部と土橋部の接続部に石積みの上段部にあたると考えられる石列

がみられる点と石積みの屈曲部に連続性が認められない点から、掘削した堀の南面にいったん石積みを行った後、礫

や土砂によって堀を埋め戻し、両側に土留めとして石積みを設けて土橋を付加したものと考えられる。

また、土橋西側の堀内には土橋の石積みとして用いられたと考えられる礫が崩落した状態で検出されている。

トレンチBによって確認された堀の内周は礫を敷き詰めた状態で緩やかに立ち上がるのに対して、虎口の両側部分

については石積みを行いほぼ直立した状態で立ち上がっていることから、虎口部分からトレンチBに至るまでの間で

堀の構造が異なることが想定されるが、トレンチによる調査であり、虎口東側に撹乱が存在することから石積みの行

われている範囲については確認できなかった。
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第9区l　虎口部分石積み実測図
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第10図　トレンチA石列実測図

遣物は虎口付近の堀内から第20図20～22の土鍋片と24の

青磁鉢が出土している。21・22の土鍋は同一個体と思われ、

口綾部は「く」の字状に外反して内面に耳部が付加される。

青磁鉢（24）は龍泉窯系のものと思われるが小片のため器

形は不明である。

東側に設定したトレンチAにおいて確認された石積みが

南側虎口部分でみられた石積みと類似することから、トレ

ンチAを南北に拡張して出入口施設の有無を確認する調査

を行った。

その結果、石積みの上部にあたると考えられる南北の石

列が確認されたものの、東側の堀内に向かってずり落ちた

状態で検出されたため、保存を前提とした確認調査である

ことからこれらの礫について除去は行わずに範囲を確認す

るに止めた。したがって、その詳細な位置・形状等は不明

であるが、南側のトレンチB・東側のトレンチCにおいて

はこのような石積みが確認されていないことから、この付

近での入口施設の存在が推測される。
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第3節　東及び南側堀の確認調査

調査区の現状は北・西及び東側の一部に土塁が残っているものの、同園に用水路と道路が巡り現状では堀の存在は確

認できない状況である。したがって、東側にトレンチA・C、南側にトレンチBの3本のトレンチを設定し堀の存在

を確認した。

その結果、南側に設定したトレンチBで調査区南端部より北約10．4mから堀の存在が確認された。土層断面によっ

て確認できた最も深い部分で地表面より3．5m、確認面より3．1mを測る。また、内周立ち上がり部分には礫が敷き詰め

られた状態で検出された。

遺物はトレンチBから第20図2の土師器皿の他、混入品である打製石斧（第21図35）が1点、トレンチCから第20

図17の土師器皿が出土しているのみである。土師器皿はいずれもロクロ成形によるもので底部に回転糸切り痕が残る。

また、土層断面より両側を石積みによる東西方向の水路跡が確認された。この水路跡は第6図に示した野沢館跡図に

も記載されており、覆土の砂層からは近現代の陶磁器・ガラス等が多量に出土していることから近代の水路跡である

と考えられる。

トレンチA～Cの土層は27層に分層されるが、上層の1～3層は造成の際の砕石と埋土である。また、4・5層の

砂層は水路跡の覆土であり、6層はこの石積みの裏込め層である。

堀内の堆積土は7層～26層であり、7、9層は中央付近上面に薄く堆積する。27層は堀の壁体に礫を敷設するため

の埋土と考えられ、26層は礫を多量に含み崩落層と思われる。また、覆土中トレンチAの14・19層、トレンチCの21・

24層は砂層であり、堀が塩没する段階での数度にわたる水の流れが想定される。

堀の立ち上がり部分に敷き詰められた礫は上方に用いられている礫に比較して下方に大型の礫を使用している。こ

れらの礫は土層断面から27層上面に敷設されており、被覆された状況は認められないことから露出した状況で堀が機

能していたものと考えられる。
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砕　　　　石
黒褐色土層（10YR2／3）
黒褐色土層（10YR3／2）
黒褐色土層（10Y】く3／2）
暗褐色土層（10YR3／3）
灰黄褐色土層（10YR4／2）
褐　色　土　層（10YR4／4）
褐灰色上層（10YR4／1）
黒褐色土層（10YR2／2）
黒褐色土層（10YR3／2）
灰黄褐色土層（10YR4／2）

暗赤褐色土層（5YR3／3）
灰黄褐色土居（10YR4／2）
黒褐色上層（10YR3／2）
黒褐色土層
黒褐色土層
黒褐色土層
黒褐色土層
患褐色土眉
黒褐色上層
黒褐色上層
黒褐色土層

（10YR3／1）

（10YR2／2）

（10YR2／2）

（10Ylく3／1）

（10YR2／2）

（10YR3／1）

（10YR2／3）

（10YR2／2）

黒　色　士　層（10YR2／1）
黒褐色土層（10YR3／1）
黒褐色土層（10YR3／1）
無　色　土　層（10lFR2／l）
黒褐色土層（10YR2／3）
暗褐色土層（10YR3／3）

埋め土。
埋め士。
砂層、水路跡礫土。
砂層、水路跡覆土、陶磁器・ガラス片多含。
水路跡裏込め層。
黄褐色砂質土主体、シルトブロック含。
シルト層。
1～2cIn大の小磯多含。
10cm以下の磯多含。
シルト質眉、炭化物わずかに含、砂粒・砂ブロック・鉄分含、
小磯少含。
11層を主体として鉄分多含、小礫含。（トレンチC）
砂礫眉、鉄分含み礫は赤褐色化。
シルト眉、砂粒含。
砂属、砂粒細かい。
シルト屑、礫多含、砂粒含。
シルト質層、鉄分・砂粒少含。
シルト屈、2～3cm大の小磯含。
シルト層、粘性あり、砂粒含。
砂層、砂粒細かい。
シルト層、砂粒・砂ブロック少含（トレンチC）。
砂層、比較的粒子粗い。（トレンチC）
シルト眉、粘性強、10cm以下の礫少含。
シルト層、粘性強、礫はほとんど含まない。
砂層、砂粒細かい、シルトブロック含。（トレンチC）
砂質上1～5cm大小礫多含。（トレンチC）
砂礫層、5cm以下小磯多含、27層崩落層。
礫層、鉄分多含。

第11図　トレンチB実測図

ー17－



南側堀検出状況

調査区南東部分については堀のコーナー部分を確認するためプランの検出を行い、一部西側について掘り下げを

行った。この部分は南側堀部の東端部に位置しており、トレンチBと同様に礫が敷き詰められた状態が確認されたこ

とから、主郭の正面にあたる南側堀部の内周部分に礫を敷き詰めたものと考えられるが、部分的な調査であるため範

囲については不明である。

また、トレンチBの土層断面によって確認された水路跡が堀内を東西に走る形で検出された。一部底面まで掘り下

げを行ったが、北側2段・南側3段の石積みによって設けられ幅約1．3m、深さ約60mを測り、覆土である砂層中から

はトレンチBと同様に陶磁器・ガラス等が多量に出土した。

東側に設定したトレンチA・CにおいてもトレンチBと同様に黒色の水性堆積層がみられ堀の存在が確認されたが

立ち上がりの状況が各々異なることが判明した。

トレンチAでは虎口部分と同様に40cm前後の河原石を用いて石の小面を堀面とした石積みと背後の裏込め石が検出

されたが、東側に存在する現水路との幅が狭く、さらに水路からの水の流入が激しいことから石積みの存在を確認し

たのみで覆土の掘り下げには至らなかった。また、トレンチCでは旧野沢会館の基礎埋設による撹乱のため立ち上が

り部が明確ではないが、確認できた範囲ではトレンチAにおいてみられた石積みやトレンチBのような礫の敷設は行

われていない。

今回の調査で南側及び東側での堀の存在が明らかになったものの、周囲に用水路・道路が巡っており用地の関係に

より部分的な調査であることから、堀の外周について確認するまでには至らず堀幅・構造等については不明であるが、

部分的にではあるが堀のプランが確認できたことは多大な成果を得ることができたものと考えられる。

堀覆土については当時の古環境についての情報を得ることを目的として珪藻分析・花粉分析を行った。その結果、

覆土上層である18層・19層・20層にマツ属の割合が高いのに比べて、下層である22層・23層ではマツの増加が顕著で

はなく、北信地域での傾向からマツの増加が近世以降と考えると堀内の下層にあたる層位は堀が機能していた戦国時

代から中世境の堆積物と考えられる。との所見を得ている。

詳細は付編「野沢館跡Ⅳ自然化学分析業務委託報告」を参照されたい。
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第12図　堀プラン確認図
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トレンチA礫検出状況

Ⅹ＝24672．000

旦676．00m

C
一

第13園　トレンチA・C実測図

20



第4節　東側土塁の一部切断調査

現存する土塁について規模・構築過程を把握することを目的として東側土塁の一部切断調査を行った。現状の土塁

は調査区の南側及び東側の南半部は既に削平されており旧状を留めていないが、東の北半部と西側・北側には現在も

土塁が巡り、この土塁の上をはじめ周囲には樫の大木が茂っている。現存する土塁の規模は基底部幅13m、上面幅2

mで、高さは土塁内側の地表面から3mを測るが、昭和52年度から53年度にかけて補修工事が行われている。

調査は東側に現存する土塁のほぼ中央付近で樫・桜の木を避け、幅2mのトレンチを設定して土塁の切断調査を

行った。また、遺物の出土層位を把握するため表土以外の掘削作業はすべて手作業で行った。

掘り下げ段階で土塁のほぼ中央、頂部から1．9m下より東側（外側）6段、西側（内側）4段の石積みが検出された。

土塁の構築段階を考える上で基礎的な部分であると考えられることから、この部分については保存することとして両

側を地山まで掘り下げを行い土層の観察を行った。

東側土塁（調査前）
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1．黒　褐　色　土　層（10YR3／2）
上塁補修工事の際の盛土。

2．暗　褐　色　上　層（10YR3／4）

部内表1㌔
3　暗　褐　色　土　層（】OYR3／4）

撹乱。
4．暗　褐　色　上　層（10YR3／4）

シルト質土、しまり・粘性強。

5．暗　褐　色　土　層（10YR3／3）
大小の礫を多量に含み、裾部に大型の礫がみられる。

しまり・粘性ややあり。
6．暗　褐　色　土　層（10YR3／4）

4層に比べ色調が暗く、キメ細かいシルト質土、
少量のノJ、礫含む、しまり・粘性弱。

7．暗　褐　色　七　眉　目0YR3／4）
小磯を多量に含み、粘質土混在、粘性あり。

8．暗　褐　色　土　屑（10YR3／3）
Jト～中型の礫を含む、しまり・粘性ややあり。

9．にぷい黄褐色上層（10YR4／3）
粘質土、少量の小磯含む、しまり・粘性強。

10，暗　褐　色　土　層（10Ylく3／4）
砂質、小礫を多桑に含む、しまり・粘性なし。

11．暗　褐　色　土　層（10YR3／4）
小磯・シルト質土を含む、しまり・粘性あり。

12　褐　色　」ニ　暦　日0Ytく4／4）
シルト質上、粘質土含む、しまり・粘性ややあり，

13．暗　褐　色　土　層（10YI～3／3）

少量の小磯含む、しまりあり。
14．暗　褐　色　士　層（10YR3／3）

炭化物り事礫を含む、しまり強。
15．暗　褐　色　土　層（10YR3／4）

小～中型の礫を多量に含む、しまり・粘性あり。

16．黒　褐　色　土　層（10YR3／2）
小磯を含む、しまり・粘性乳

17．暗　褐　色　土　層（10YR3／4）
小礫・シルトブロックを含む、しまり・4軸性あり。

胤　にぷい黄褐色上層（10Y朋／こi）
小康多量に含む、しまりあり。．

19．褐　色　士　屑（10Yl14／4）
砂質、小～中型の礫を多量に含む、しまりあり。

2仇暗　褐　色　土　屑（
少量の小磯・シル

21．暗　褐　色　士　層（

小磯を多最に含む、
22．黒　褐　色　上　層（

少量の小礫・シル

IOYjく3／3）

トブロックを含む、しまりあり。

10YlD／4）

しまり強。

10Ylく2／3）

トブロックを含む、しまり・粘性あり。

23．暗　褐　色　上　層（10YR3／3）
畑山のシルトブロックを含む、しまりあり。

24．男　褐　色　土　層（10YR2／3）
炭化物りト礫を含む、しまり強。

25．黒　褐　色　土　層（10YR3／2）
庚化物・小磯を含む、しまり強。

26　暗　褐　色　上　層（10YR3／4）
炭化物を少眞含み、小磯を含む、しまりあり。，

27．患　栂　色　上　層（10Yl13／2）
シルトブロック含む、しまりあり。

28．格　色　上　層（10YR4／4J

シルト質し

第16図　土塁土層断面図（2）
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土塁内の土層は28層に分層されるが、この

うち最上層である1層は土塁補修工事の際の

盛土であり、2層は郭内の表土、土塁の西側

（内側）にみられる3層は撹乱層である。

土塁構築土は4層から23層及び26層である

が、土層断面の観察により4層から13層の上

層土塁と15層から23層・26層までの下層土塁

の大きく二つの構築方法に分かれることが判

明した。

まず下層土塁の構築については地山である

黄褐色土の上に26層暗褐色土を20、30cm程

度埋め戻した後、これを基礎として小礫を含

む暗褐色土を主体とした15層から23層を盛り

上げて行われている。石積みは現存する下層

土塁の頂部の約50cm下から幅約2m、土塁の

東側（外側）で6段、西側（外側）で4段が

検出された。高さは各々80cm・50cmを測り、

川原石の自然石が用いられ、石の長辺を控え

として小面を石壁面としてほぼ直立した状態

で積まれている。

次に上層土塁の構築は下層土塁全体を被っ

た状態で盛り土が行われているが、外側と内

側の盛り土に用いられる土に相違がみられる。

土塁の外側（東側）では少量の礫を含むものの、

シルト質の暗褐色土が用いられているのに対

して、内側（西側）では最下層である12層に

シルト質の褐色土を用いている他は礫を多量

に含む暗褐色土を主体として使用している。

土塁と整地層の関係については、下層土塁

の整地層は黒褐色土層である24・25層、上層

土塁の整地層は暗褐色土である14層と考えら

れ、ともに炭化物を含むが、24・25層は土塁

構築土である17層の下にはみられず裾部を

被った状態で堆積しているのに対して、14層

l　　　　上には上層土塁の最上層である5層が盛られ

ている状況が認められる。

以上から、下層土塁構築段階での郭内の整

地は土塁構築後に行われ、上層土塁構築段階

ではある程度土塁を構築した後郭内の整地を

行い、最後に5層を盛り上げて土塁が完成す

※　　るという順序で行われたものと推測される。
残存する土塁の規模は、下層土塁が基底部

幅7．2m、郭内の整地層（24層）上面からの高

さ1．7mを測り、上層土塁は基底部幅11．8m、

整地層（14層）上面からの高さ2．5mを計測す

る。

－24



0　　（1こ80）　　2m

第18図　部内トレンチ平面図

郭内における整地層と遺構を確認することを目的として土塁の西側にトレンチを延

長して掘り下げを行った。その結果、城跡に関連すると考えられる土坑・ピット等が

検出されたため、整地層の確認はこれらの遺構を避け部分的に行った。

検出された遺構は土坑2基、ピット7基で、いずれも上層土塁の整地層と考えられ

る14層上面から検出されたものであるが、今回の調査では掘り下げは行わず、遺構の

有無を確認するに止めた。

出土遺物には上層土塁の構築土である5層から石臼（第21図27）、6層から土鍋片

（第20図19）、7層から常滑の嚢片（第20図25－1・2）と石臼（第21図26）が出土し

ているほか、下層土塁の整地層と考えられる25層から古瀬戸小皿（第20図23）と土師

器皿の小片が出土している。また、土塁から西側郭内に延長したトレンチからは土師

器皿（第20図1・4・5・11・12・14～16・18）、凹石（第21図29）の他、土鍋片が出

土している。

土鍋（19）は口緑部のみの破片であるため全体の器形は不明であるが、口唇端部に

面取りを行い平坦面をもたせている。25－1は常滑嚢の肩部にあたる破片で、器形は

不明であるが推定で最大径90cm前後を測る大型品である。23はロクロ成形による古瀬

戸小皿で、内面のみに施粕される。

土師器皿はいずれも欠損品であり器形・法量の明確なものはないが、ロクロ成形に

よるものであり、底部には回転糸切り痕が残る。休部は底部から直線的に立ち上がる

ものが主体的である。

第17区l主都の断面模式図は二度の構築過程が想定される土塁と整地層との関係を模

式的に示したものである。
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第5節　部内の確認調査

今回の調査地は昭和36年に野沢会館が建設された他、城山公園として広く市民に利用されてきた場所であるが、平

成13年に行われた野沢会館の移転により新たに城山公園が整備されることとなり、整備に先立って旧野沢会館の建設

及び城山公園内に設置されていた四阿・遊具等による郭内の破壊状況の確認を行った。

旧野沢会館は平成13年度に撤去が行われたが基礎部分を残しての撤去であったため、今回は残った基礎部分を撤去

した後会館建設による破壊状況の確認調査を行い併せて遺構の有無を確認した。

基礎の撤去は破壊を免れている部分を傷めないように会館建設時に掘削した部分のみを掘り起こして基礎を切断し

l L

」．　＿ユ　ー・

◇
…
柑
0

r
　
　
　
義

・．叫　　一1「．‾－　．＿

［＝コ組範囲　　　　　50m

第19図　郭内確認園
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調査の結果、第19図に示したように建物の東半

部はホールであったことから、地下室が設けられ

ていた北側を除いて比較的破壊を免れているもの

の、西半部については基礎の埋設箇所が多く撹乱

の激しい状況が確認された。また、建物周囲にお

いても会館への給排水管等の埋設による撹乱が認

められた。本調査区内において遺構の確認を行っ

たが、遺構及び土塁の痕跡は認められなかった。

遺物は旧野沢会館建物跡地から出土した土師器

皿（第20図3・6～10・13）と石拍臼（第21図28）

を図示した。土師器皿はすべてロクロ成形による

もので、3・6・7・13の底部には回転糸切り痕

が認められる。

調査区北側は城山公園として利用されていたこ

L　とから四阿・遊具等が設置されていた0旧野沢会
館の建物撤去に併せて基礎部分を残して撤去が行

われていたことから、旧野沢会館建物基礎の撤去

と同様な方法で行い、設置によって破壊を受けて

いる範囲の確認調査を行った。

調査結果は、第19図郭内確認図に示したとおり

である。

四阿・遊具基礎



第6節　遺　物

今回行った調査はトレンチによる確認調査であることから、限られた範囲での調査であり出土遣物は少なく、本館

跡の時期決定を行うには不充分な資料である。出土遺物には土師器皿・土鍋・陶磁器・石製品・銭貨等があるが、い

ずれも4、破片であり器形・法量等が明確なものは極めて少ない。また、調査段階で打製石斧・耳環等の古代の遣物や

近現代の陶器等が出土しているが、ここでは図示するのみに止め城跡に関係するであろうと考えられる中世の遺物に

ついての報告を行いたい。

土師器皿

今回の調査で出土した土師器皿の内第20図に示した18点を図化した。手捏成形のものはなくいずれもロクロ成形に

よるもので底部に回転糸切り痕を残しているが、欠損品のみであり法量については不明確である。

体部は底部からわずかに内攣するものもみられるが、直線的に立ち上がるものが主体的であり、服部氏分類のⅢ群

Bにあたるものと考えられ、Ⅵ期（15世紀後半から16世紀代）に位置づけられている。

土　鍋

4点を図示したがいずれも小片であり器形・法量ともに不明である。第20図21・22は同一個体と考えられ、体部は

底部から直線的に立ち上がり口縁部は「く」の字状に外反する。また、ロ緑端部には面取りが行われ平坦面をもたせ

ている。野村氏の述べている「I類は口辺部を強く「く」の字状に外反させるもので、口辺部内面は凹凸が少なく直

線的に開く。」ものに相当し、15世紀前半頃の使用が考えられるとしている。

陶磁器

国内産陶器には古瀬戸小皿（23）と常滑賓（25－1・2）があり、輸入磁器には龍泉窯系と考えられる青磁鉢（24）

があるが小片のため器形は不明である。古瀬戸小皿は14世紀代、常滑嚢・青磁鉢は15世紀代の製品と考えられる。
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ミコマ9　　∈ヲア10

〈∋‾♂12　　ミニ為プ13

七二∃∃＝プ15　＼＿　」　316

23

◆／◆24

▼125＿2

∈ヲ♂11Cフ乱。
＼＿＿ト二二才14

＼、＿＿上＝ク17　＿」二ヒコ18

警望賦謂1

第20区［遺物実測図（1）
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第2表　出土遺物観察表

Nq 器　　 種
法　　　　　　　 量　　　　　　　　　　 成　 形　　　 調　 整　　　 文　 様

色　　 調　　 等 出 土位 置
口径 （長 ） 底 径 （幅 ） 器 高 （厚 ） 外　　　　　 面 内　　 面

1 土 師 器 皿 （9．2 ） （6．0） 2．4 ロ ク ロ ナ デ、 底 部 回転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ 7．5Y R 7／3 にぷ い橙 色 郭 内 ト レ ンチ

2 土 師 器 皿 （8．0 ） （5．2 ） 1．9 ロ ク ロナ デ、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロナ デ 7．5Y R 6／4 にぷ い橙 色 ト レ ンチ B

3 土 師 器 皿 （7．6 ）
－

2．0 ロ ク ロナ デ 、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロナ デ 7．5Y R 7／4 にぷ い 橙 色 会館 跡 地

4 土 師 器 皿 （8．6 ） （5．6 ） 2．5 ロ ク ロナ デ 、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロナ デ 5Y R 6／4 に ぷ い橙 色 郭 内 トレ ン チ

5 土 師 器 皿
－ － 3．1 ロ ク ロナ デ 、 底 部 回 転 糸 切 り ロ クロ ナ デ 2 ．5Y R 6／6 橙 色 部 内 トレ ン チ

6 土 師器 皿
－ － 1．2 ロ ク ロナ デ 、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ 5Y R 6／6 橙 色 会 館 跡 地

7 土 師器 皿 － － 2．5 ロ ク ロ ナ デ 、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ 5Y R6 ／6 橙 色 会 館 跡 地

8 土 師器 皿 － － く2 ．5 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 5Y R 6／6 橙 色 会 館 跡 地

9 土 師器 皿 － － く2 ．1 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 5Y R 6／6 橙 色 会 館 跡 地

10 土 師 器 皿 － － く1．7 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 5Y R 6／6 橙 色 会 館 跡 地

11 土 師 器 皿 － － く2．2 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 5Y R 3／3 暗 赤 褐 色 郭 内 トレ ンチ

12 土 師 器 皿 － － く2．4 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 10Y R 8／3 浅 黄 橙 色 郭 内 トレ ンチ

13 土 師 器 皿 － － く1．3 〉 ロ ク ロ ナ デ、 底 部 回転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ 10Y R 6／2 灰 黄 褐 色 会 館 跡 地

14 土 師 器 皿 － （5．2）
－

ロ ク ロ ナ デ、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロ ナ デ 10 Y R 7 ／2 明褐 灰 色 郭 内 トレ ンチ

15 土 師 器 皿
－

（6．2 ） く0．8 〉 ロ ク ロナ デ、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロナ デ 10Y R 7／2 に ぷ い 黄 橙 色 郭 内 ト レ ンチ

16 土 師 器 皿
－

（6．6 ） く0 ．6 〉 ロ ク ロナ デ 、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロナ デ 10Y R l．7／1 黒 色 郭 内 ト レ ンチ

17 土 師 器 皿
－

（6．6 ） く1．8 〉 ロ ク ロナ デ 、 底 部 回 転 糸 切 り ロ ク ロナ デ 10Y R 7／3 に ぷ い 黄橙 色 ト レ ンチ C

18 土 師器 皿
－ － －

底 部 回 転 糸 切 り、 底 部 穿 孔 2．5Y R 6／6 橙 色 郭 内 ト レン チ

19 土　 鍋 － － 〈3．7 〉 ナ デ 、 口 唇 部 面 取 り ナ デ 7．5Y R 5／3 にぷ い 褐 色 土 塁 ト レン チ 6 層

20 土　 鍋 － － 〈4．4 〉 ナ デ 、 口 唇 部 面 取 り ナ デ 7．5Y R 6／4 にぷ い 橙 色 虎 口

2 1 土　 鍋 － － 〈7．0 〉 ナ デ 、 口 唇 部 面 取 り ナ デ 5Y R 5／3 に ぷ い赤 褐 色 虎 口

22 土　 鍋 － － 〈7．9 〉 ナ デ ナ デ 5Y R 5／3 に ぷ い赤 褐 色 虎 口

23 古 瀬 戸 小 皿 （10．2 ）
－ く1．5 〉 ロ ク ロ ナ デ 、 14 世紀 灰 粕 2．5Y 5／1 黄 灰 色 土 塁 整 地 層 25層

24 青 磁 鉢 － － く3．9 〉 龍 泉 窯 、 15世 紀 5G 7／1 明緑 灰 色 虎 口

25－1 常 滑 嚢 － － 〈18．2 〉 ナ デ 、15世 紀 2．5Y R 3／3 暗 赤褐 色 土 塁 トレ ンチ 7 層

25－2 常 滑 婆
－ － 〈8．7 〉 ナ デ 、15世 紀 2．5Y R 3／3 暗 赤褐 色 土 塁 トレ ンチ 7 層

26 石 臼 （下 目） 34 ．4 － 9．7 6 分 画 11，570 g 土 塁 トレ ンチ 7 層

27 石 臼 （下 目） 30 ．7 － 15．8 6 分 画 13，580 g 土 塁 トレ ンチ 5 層

28 石 綿 臼
－ － 8．7 1，400 g 会 館 跡 地

29 凹　　 石 （7．1）
－ 4．1 105 g 郭 内 トレ ンチ

30 擦　　 石 8．6 8．2 4．1 325 g 会 館 跡 地

3 1 景 祐 元 賓 外 径 2．34 内径 1．96 1．0 初 鋳 年　 景 祐 元 年 （1034 年 ）、 真 書 2．54 g 会館 跡 地

32 永 楽 通 賓 外 径 2．51 内径 2．10 1．3 初 鋳 年　 永 楽 六 年 （14 08年 ）、 真 書 3．60 g 会館 跡 地

33 寛 永 通 賓 外 径 2．3 5 内径 1．93 1．1 古 寛 永 2 ．96 g 会館 跡 地

34 打 製 石 斧 〈18．5 〉 9．3 1．8 基 部 わ ず か に 欠 損 390 g 会館 跡 地

35 打 製 石 斧 〈8．5 〉 6 ．7 1．2 基 部 欠損 90 g ト レン チ B

36 耳　　 環 3．0 3．4 0．9 24 ．8 g 会 館 跡 地

37 不 明 石 製 品 2．4 2．3 4．6 上 下 か ら の穿 孔 痕 あ り 55．6 g 郭 内 トレ ン チ
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第Ⅳ章　調査のまとめ

今回の調査は公園整備に先立ち保存を前提としての調査であり、トレンチによる限られた範囲での調査であること

から城跡全体を把握するためには不充分であるが、現段階での調査結果についてふれまとめとしたい。

今回の調査で城郭において最も重要な施設である虎口の存在が明らかになり、さらに部分的にではあるが堀のプラ

ンが確認されたことは大きな成果である。

虎口は現在の入口とほぼ同じ南側中央部分から、両側に石積みを設けた幅約3mの土橋の存在が確認された。土橋

の石積みは堀内周の接続部から東側で1．4m、西側で1．7mが検出されたが、南に向かって徐々に崩落している状況が認

められた。土橋の構築には堀と土橋の接続部の状況から、主郭の南側に掘削した堀の内周（南面）にほぼ直立した状

態で石積みを行った後、礫や土砂によって堀を埋め戻し両側に土留めとして石積みを設けて土橋としたものと考えら

れる。また、土橋の石積みに用いられたと思われる礫が土橋西側の堀内から崩落した状態で多量に検出されているが、

人為的な破壊を受けたものあるいは自然の崩落によるものの両方の可能性が考えられる。

堀は調査区の南及び東側にトレンチ3本を掘り下げるとともに、南東部分でプランの検出を行った。その結果、堀

の内周部分が検出され堀の存在が確認されたが、周囲に用水路・道路が巡っていることから堀幅の確認には至らな

かった。内周立ち上がり部分の構造については各トレンチによって状況が異なる。トレンチAでは虎口部分と同様に

ほぼ直立する石積みが設けられ、トレンチBでは礫が敷き詰められた状態で緩やかに立ち上がるなど石が多用されて

いるのに対して、トレンチCでは石の利用は認められなかったことから、主郭の正面にあたる堀の南面に礫を敷き詰

めたものと考えられる。また、南面においても虎口部分は石積みによってほぼ直立して立ち上がるのに対して、トレ

ンチBでは前述したように緩やかに立ち上がる状況がみられたが、部分的な調査であるため範囲については不明であ

る。

次に、土塁の調査では現存する東側土塁の一部切断調査を行い、土塁の規模及び構築過程の把握を行った。現状で

は北側・西側と東側の北半部が残っており、調査は東側土塁のほぼ中央に幅約2mのトレンチを設定して切断調査を

行った。また、このトレンチを西側郭内に延長することによって郭内における遺構及び整地層の確認を行った。この

調査によって、土塁の構造及び構築過程についてある程度把握することができたことは、堀の存在を確認できたこと

と共に大きな成果であろう。

まず、構造について特徴的な点は下層土塁の頂部付近両側に設けられた石積みの存在である。この石積みは川原石

の自然石を利用して石の小南を壁面とした乱積みであり、土塁の外側で6段（高さ80cm）、内側で4段（50cm）の規模

で検出された。今回の調査は1箇所のみの切断調査であり、現存する土塁のすべてにこのような石積みが存在してい

るかどうかについては不明であり、その機能についても今後の検討が必要である。

土塁の構築過程については、土層断面により大きく二つの構築方法に分かれることが判明し、二段階にわたって土

塁の構築が行われているものと考えられる。土塁構築土と裾部の整地層の堆積状況から、下層土塁の構築段階では土

塁の構築後に郭内の整地が行われ、次に下層土塁全体を被うように上層土塁が構築されるが、この際の整地は土塁の

構築と同時に行われたものと推測される。

土塁の構築された時期については、上層土塁の構築土である7層から出土した常滑嚢片（第20図25－1・2）と郭

内に設定したトレンチから出土した土師器皿などの極めて少ない出土遺物から推測すると、15世紀～16世紀代に現在

みられるような上層土塁の構築が行われたものと考えられるが、下層土塁との関係については時期差によるものか構

築段階の差によるものであるのかは判然としない。なお、今回の調査では鎌倉期の館に関わると考えられる遺物は出

土していない。

第22図は今回の調査によって確認された堀のプランと推定による土塁の範囲を示したものである。郭内の規模は南

北約67mで、東西は北側で約55m、南側で約47mと南に向かって幅を狭めている。この状況は西側に残っている土塁

からも窺うことができる。

以上、今回の調査によって現段階で考えられる点について簡単にまとめを行ったが、本城跡は今も良好な状態で土

塁を残している極めて重要な城跡であり、今回の調査が史跡保護の一助となることを願って結びとしたい。

最後に、調査にあたっては地元の方々をはじめ多くの皆さんのご指導eご協力をいただき、特に長野県埋蔵文化財

センター河西克造氏には調査中何度も現場に足を運んでいただき大変なご足労をおかけしました。この場をお借りし

て心から感謝申し上げます。
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第22図　土塁範囲推定図
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付　編

戦国期の璧予訳館跡一構造と変遷・一
長野県埋蔵文化財センター

河西　克造

』　はじめに

佐久市野沢にある野沢館跡（県史跡伴野城跡）は、市街地にも関わらず土塁が良好に残存しており、

掘跡に流れる水路とともに中世的景観を今に残している貴重な遺跡である。中世信濃の館・屋敷を考え

るために、中野市高梨氏館跡とともにここに足を運んだ研究者諸氏は多い思われる。

野沢館跡（註1）は、『一遍上人絵伝』に「伴野の市」が描写されている関係で、今まで文献史学の

研究対象として扱われ、論じられてきた。今回の公園整備に伴う発掘は、野沢館跡に初めて考古学的な

メスが入ったことと、考古資料の分析・検討でより遺跡の実態解明に迫ることが可能となったことで非

常に意義深いことである。

筆者は、この貴重な発掘を実見する機会に恵まれた。調査は館を構成する重要な要素（施設）にトレ

ンチを入れたものであったが、遺跡の構造や存続時期を考える上で興味深い資料が得られている。発掘

成果の詳細は第Ⅲ章で報告されているため、ここでは館の全体像を捉えて発掘資料の解釈を試みたい。

県史跡の関係で発掘範囲や掘り下げ深度などに制限があり、資料に一定の限界性がある。今回の調査

では野沢館跡のほんの一端を垣間見ることが出来たに過ぎないため、本稿は遺跡を考える上でのひとつ

の試論と理解して頂きたい。なお、前項（本文第Ⅲ章）の内容と一部重複することを前記することをご

了承願いたい。

2。現況遺構一一プランとその年代観一一

野沢館跡は主軸が140程西に振っているもののほぼ南北に長軸をもつ方形プランを呈する。現在、旧

野沢会館建設地の南東隅一帯を除き良好に土塁が残り、土塁外側の城跡推定地に水路が巡っている（本

文第7図）。土塁の規模は、細部については場所によって異なりがあるものの、裾部から頂部まで約3m、

基底部幅約13m、頂部幅約2mと大規模なものである。ただし、昭和50年代に補修工事がされており、

土塁の水路側裾部にある石積みは土塁を削って設置されているため（註2）、現在目にする土塁は厳密な

意味で野沢館跡の廃城時の規模を示していない。土塁外側を巡る堀は、現状では詳細な規模・形状は不

明である。現状と地籍図（旧公図）との照合で、現水路と道路を加えた部分が堀跡と推定されるが、特

に東側は道路外側の宅地まで堀が広がっていた可能性がある。

野沢館跡は大規模な土塁と堀に囲まれた方形館である。現在大伴神社がある南西隅は、北側から続く

土塁が本殿付近で東に屈曲し本殿東側でほぼ垂直にカットされた形となっている。1830年代（天保年間）

の作とされる「野澤八景」と題した絵図には（9頁に収録）、野沢館跡の残存する土塁とともに土塁南

西隅に大伴神社が措かれており、現状と絵図の照合から、大伴神社は土塁屈曲部から土塁開口部にかけ

た場所に鎮座していることが判明する。

館内部（平坦部）は、大伴神社背後を南側土塁（註3）の裾部とし、現在土塁が残存しない南東側に

も北側と同規模の土塁が存在したとすると、長辺約67m、短辺約54m、約3，600r迂規模であることが分か

る。土塁の四隅を計測すると、北西隅一北東隅の距離は約55m、南西隅一南東隅の距離は推定で約46m

である。東土塁と西土塁は南側出入ロ（虎口）に向かい狭まる形状を示しており、野沢館跡は北辺が長

辺となる若干逆台形に近いプランである（付編第1図）。
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付編第1図　野沢館跡（主郭）想定図（現況測量図に加筆）
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館の主要虎口は南面の中央部にある。そのほかにも虎口が存在したものと思われるが、地籍図では判

読できず不明である。なお、現在東側土塁中央部と西側土塁中央部が分断されているが、地籍図では分

筆されておらず、開口部縁辺の石垣は明らかに新しいものであることから、後世に通路設置のため開削

されたものと思われる。

地表面観察で確認される現況遺構は、いつ頃構築されたのであろうか。

野沢館跡は基底部幅約12m、高さ約2。5m（Ⅱ期土塁を計測）規模の土塁と、推定幅10～15mで深さ約

3m（南堀を計測）規模の堀で構成されている。土塁と堀の同時期性の問題、特に現況土塁構築段階で

の堀の規模は不明で推測の域を脱しないが、堀の土層断面で改修痕跡が確認されなかったことから、上

記規模の土塁と堀はセットで機能していたと捉えられよう。この形状と規模を東日本の居館跡を分析し

た橋口定志氏の論考（橋口1999）に依拠して年代を推定すると、15世紀以降の年代を与えることができ

る。さらに、顕著な方形館の成立時期からすると、下限年代は戦国期（16世紀）まで下がると推測され

る。野沢館跡の主郭とその外側に想定されている外郭の問題については後述するが、ここでは主郭が戦

国期の様相を示していることを捉えておきたい。

3m　発掘資料の検討

（1）土塁の構築方法と曲輪内の整地

今回、土塁の断ち割りで構築方法が異なる2種類の土塁が確認されたことは非常に興味深いことであ

る。上層の土塁は拳大～小児頭大の石を多量に含む暗褐色土の盛土を主体とするもので、所謂「掻き上

げ土塁」に相当するものである。一方、下層の土塁は、地山のシルト層を基調として土塁の最も芯部分

で見られたものである。石の混入はなく、かなり硬化するものである。硬化の状態は、高梨氏館跡の築

地塀と酷似しており、西ケ谷氏（西ケ谷1994）と小野氏（小野1992）の分類の「版築状土塁」に相当す

ると思われる。ただし、下層土塁は地山まで断ち割っていないため構築方法は不明な点がある。

上層土塁と下層土塁の関係については、これを構築過程における段階差と捉えるか、もしくは改修と

捉えるかは難しいところである。盛土として用いている土に明瞭な差があり、土塁基底部の塁線が一致

しないことから、ここでは改修と理解することとする。以下、下層の叩き締め土塁をI期土塁、上層の

掻きあげ土塁をⅡ期土塁と呼称して構築方法を類推することとする。

まずI期土塁であるが、土塁基底部の曲輪側の地山面がほぼ水平であることから、土塁の構築は地山

（シルト層）をある程度削平することから開始されたと考えられる。遺構保護の関係で土塁を完全に断ち

割っていないため土塁芯部分の地山を掘り残したか不明であるが、ある程度掘り残した可能性はある。

地山削平後に発生土を盛土として土塁の盛り上げを始める。トレンチ断面で硬化する盛土が細かく分層

されたことは、曲輪側と外側の両側から薄い盛土を何度も盛り上げ、その都度叩き締めたことを示して

いる。版築土塁と同様な硬化状態を示している。叩き締め方法で下端幅約4m、高さ約2mの台形状の

盛り上がりをつくり、裾部には盛土で補強する。さらに、高まり頂部に土塁塁線と長辺方向を合わせた

状態（石の長辺を控え）で川原石を4～6段程施し、石積み上部に若干土を盛ることで完成している。

I期土塁は基底部幅約7m、頂部幅約2。4m、地山面から高さ約2m規模である。土塁頂部の石積みにつ

いては、土塁機能時に石面が露出していたか否かは重要な問題である。石積みは土塁塁線の両側（曲輪

側と外側）に施され、硬化したシルトが石積みを覆っている。シルトは石積み内部にも堆積している。

さらに、石はほぼ垂直に積まれ法はほとんどないことから、I期土塁が構築された段階で石面は露出し

ていない可能性が高い。中野市高梨氏館跡の土塁断割りで見つかった築地塀と一概に比較はできないが、
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この石積みが館を囲む土塁に露出していたとすると、土塁・土塀としての視覚的な効果は十分ある。そ

の点で石積みを内部充填の施設と解釈できかねる面もあり、最終的な判断は今後の調査・研究に期待し

たい。

Ⅱ期土塁は、I期土塁を被覆する形で存在する。I期土塁の曲輪側法面に硬化するシルトを盛り、そ

の上部に川原石を主体とする礫層を盛り上げてつくられている。基底部幅約12m、地山面からの高さ約

3m規模の土塁である。曲輪内と土塁部分の地山に顕著な石の混入はないため、Ⅱ期土塁は堀の掘削で

発生した礫を盛り上げ、この段階で顕著な土塁と堀のセットが成立したものと推測される。

次に曲輪内（註4）の整地であるが、今回の調査では2面の整地層が確認されている。ここでは上層

の整地層をⅡ期整地層、下層をI期整地層と呼称する。なお、I期整地層の下面が地山である。

トレンチ土層断面に各期の整地と土塁を示したものが付編第2図である。野沢館跡の変遷を類推する

と、まず館の縁辺部にI期土塁が構築され、それに伴い曲輪内が整地（I期整地層）されている。整地

層上面と土塁頂部とは約1．7mを測る。土層断面ではI期土塁→I期整地層の堆積を示しているが、両者

は同時もしくはあまり時期差が生じない範囲で行われていたものと思われる。次に、曲輪内の整地（Ⅱ

期整地層）と大規模な堀の掘削が行われる。堀掘削の発生土をI期土塁上部に盛り上げてⅡ期土塁を構

築する。Ⅱ期整地層上面と土塁頂部とは約2．5mを測る。土塁は曲輪内の造成に伴い幅広の低土塁→高

土塁へ変遷している。

次に出土遺物から造成時期を推測することとする。

遣物はⅡ期土塁から15世紀代の内耳土器、15世紀代の常滑の嚢、石臼、I期土塁（整地層）から14世

紀の古瀬戸小皿と15世紀～16世紀と思われるカワラケ、曲輪内トレンチから15世紀後半～16世紀のカワ

ラケが出土している。曲輪内は表土・盛土直下がⅡ期整地層で、トレンチ掘削はⅡ期整地層上面でとめ

ているため、出土遺物は基本的にⅡ期整地層に伴うものと考えられる。曲輪内から15世紀後半以降の遺

物が出土しており、土塁内からは若干古い遺物が出土している。曲輪内と土塁とで出土遺物の様相が若

干異なっている。

これら僅かな出土遺物から土塁の時期を捉えることは極めて難しいが、遺物の下限年代を根拠にする

とI期・Ⅱ期とも15世紀以降の年代を与えることができ、戦国期（16世紀）に入る可能性もある。

（西） （東）

，コ，　　　　＿　＿趣 ′忘 さ ．二

・＝二 二二 二雲禁藻漂軍毒

一二三Ⅱ期土塁

浦野I期土塁

Ⅱ期整地層．・　∴・盛土（土塁補修時）

期整地層薮乾地山

付編第2図　土塁と整地層の模式図
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（2）南側出入ロー石積みを伴う土橋の構造とその破壊一

野沢館跡の出入口部については、南面の存在が想定されていたが、詳細な位置と構造は全く不明で

あった。今回、南側堀中央部で見つかった土橋は館の構造を考える上で重要な資料である。

土橋は約3m幅で、堀と直交方向にのびる。調査区南側は撹乱が及び、さらに現水路と道路部分は未

調査のため規模（長さ）は不明である。しかし、地籍図（本文第6図）で分筆されている土橋部分と現

地の照合から類推すると、10～15m程の長さが想定され、南側堀の南側縁辺から曲輪内にかけて館と同

一主軸で一直線にのびていたと考えられる。この主要虎口は土橋と土塁開口部を通り曲輪に入る形態で、

調査で確認された堀の南東隅プランと想定南土塁塁線と一致することから、虎口形態は折れのない平虎

口であったと考えられる。

土橋の特徴として、側面に石積みを伴うことがある（第3図）。土橋側面の石積みは、堀南面の法面

に構築されている石積みと接している。堀の石積みは石の長辺を控えとして積まれている一方、土橋は

石の短辺を控えとして積まれており、石積み方法に異なりが見られる。土橋石積みと堀石積みの関係に

ついては、堀石積みは土橋内部に入り込んでおり、法面に連続して石積みが施されていることから、堀

石積みが完成した後に土橋を構築し、側面に石積みを施したことが判明する。土橋の東側に掘削したト

レンチによると、堀は約3mの深さであったことが推定され、石混じりの土を他から運んできて構築し

たものと考えられるが、掘掘削時に土橋部分の地山を掘り残したか否かは不明である。

県内で土橋側面に石積みを施した事例として、中野市高梨氏館跡と高森町松岡城跡がある。

高梨氏館跡の土橋（西面北入口）は、長さ約9m、幅約3m、松岡城跡の土橋は長さ約3．6m、幅約4

ー
票
田
，
（
苔
0

0　　　1：80　　　2m

付編第3図　南側出入口部（土橋）平面・立面図
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m規模で、幅はほぼ野沢館跡と同規模である。両遺跡とも主要虎口前方の土橋側面に石積みが施されて

いる点では共通する。一方、相違点として両遺跡の石積みは石の長辺を控えとして積まれていることと、

高梨氏館跡では土橋と接続する堀法面に石積みがないこと、松岡城跡では曲輪と反対側の土橋接続部の

堀法面に石積みがあることがあげられる。石積みの方法については、高梨氏館跡・松岡城跡とも土橋を

断ち割っていないため推測の域を脱しないが、報文を見る限り、地山掘り残しの土橋である可能性が高

く、石の長短どちらを控えとして積むかは、土橋の構築方法に起因するものと考えられよう。土橋接続

部に限らず、城郭もしくは館の表面に当たる堀法面にほぼ垂直に石積みを施す例は、県内で皆無であろ

う。石積みは、その積み方から防御的要素のみならず、視角的要素を具備していたとも考えられる。

次に、土橋石積みの検出状況について触れておきたい。

土橋石積みは、堀石積みと接する部分を中心に良好に残存する一方、土橋南西側の石積みは裏込め石

とともに堀側に崩れており、堀堆積層の上に散乱する状態を示していた（付編第3図のアミ掛け部分）。

これを人為的行為、自然的要因のどちらに起因するかの峻別が難しいところであるが、小児頭大をはる

かに超える石積みの石と裏込め石が自然的要因で崩落することは考えにくく、ここでは人為的行為でな

された破壊痕跡と理解することとする。

石積みはその出土状態から、土橋側から堀側に向かい崩されており、城の破壊、すなわち「破却」を

示すものと思われる。土橋南側には撹乱が及んでいるが、土橋自体に手を加えた痕跡がないことから、

破壊は石積みを崩すことが目的であったと考えられる。

県内で破壊痕跡が確認された遺跡として上伊那郡箕輪町上ノ平城跡がある。主郭の調査で推定土塁開

口部幅約3mの平虎口と門（礎石建物）が見つかっており、土塁開口部に小児頭大～人頭大の多量の礫

が投棄されている状況が確認された。礫の投棄で虎口をふさいでおり、虎口・石垣・曲輪縁辺など城郭

を構成する主要な施設を壊すことが城の破壊を意味する近年の研究成果によると、主郭虎口を壊した上

ノ平城跡と土橋の石積みを壊した野沢館跡は、「破却」行為を受けたものと解釈することができよう。し

かし、今回は調査範囲や調査深度に限界があるため、野沢館跡における破壊の範囲や方法については今

後周辺での調査や類例の増加を待って充分検討する必要がある。

この破壊時期であるが、堀に崩れた石は現地表から約1m下位の場所に広がっており、石の下層には

堀の覆土が堆積している。土橋の東側に掘削したトレンチでは、現地表から約3m下位に堀底が確認さ

れており、堀全体が約3mの深さであったとすると、堀が1．5～2m程埋まり、土橋が約1mの高まりと

なった状態で石積みを破壊していることとなる。破壊は堀の埋没過程で行われている。

（3）堀の構造

南側堀トレンチ（トレンチB）では、確認面から堀底まで約3mを測る堀が確認された。堀は確認面

より約2．2m下まで緩やかに傾斜しほぼ平坦な堀底付近は急傾斜となる堀で、斜面途中に傾斜変換点があ

る中世の城で普遍的に見られる形状（中井1988）のものである。また、立ち上がり部分では礫が敷き詰

められており、土塁周囲には、このような堀が巡っていたものと考えられる。堀の時期については、ト

レンチでは堀の南側の立ち上がりが確認できておらず、立ち上がりは現水路もしくは道路直下までのび

る可能性が高いため推定の城を脱しないが、土塁盛土の関係から類推すると、Ⅱ期土塁構築段階で掘削

され、土層断面で明確な改修痕跡が認められなかったことから、先行する堀や埋没過程における再利用

がなかったものと言える。出土したカワラケは出土層位が不明であるが、カワラケの時期と掘機能時と

はあまり時期差がないと考えることもできよう。なお、南側堀は、土橋接続部の表面中央にほぼ垂直の
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石積みがある一方、トレンチB付近の堀法面は緩やかな傾斜を示しており、法面の傾斜と石積みの方法

で明確な差異がある。撹乱が著しいため今回の発掘では明らかにできなかったが、土橋とトレンチBの

中間で堀の傾斜が変わっている可能性がある。

野沢館跡においては、館の出入口部付近の堀に、長辺を控えとしてほぼ垂直に石積みが施されている

ことが特徴である。

（4）出土遺物について

今回の調査では、カワラケ・内耳土器・古瀬戸製品・常滑製品・青磁e石臼などが出土した。トレン

チ調査のため出土量は極めて僅少であるが、カワラケと内耳土器の出土地点は面白いことを示している。

カワラケは出土量の88％が旧野沢会館跡地の調査と曲輪内トレンチから出土している一方、内耳土器

はその大半が虎口から出土している。カワラケの出土は曲輪内で「儀礼」・「饗宴」が行われ、器はそこ

で消費されたことを示している。中野市高梨氏館跡では曲輪内の一角にカワラケが一括廃棄されており、

野沢館跡でも廃棄場所が存在すると思われる。内耳土器は曲輪内で使われたものを虎口に廃棄したもの

と考えられ、曲輪内で煮炊きが行われていたことを示している。

航　考古資料から見た野沢館跡の時期

現況遺構と出土遺物をもとに、野沢館跡の年代を考えることとする。

野沢館跡の最終段階であるが、地表面観察で確認される現況遺構が戦国期の様相を示すこととと、Ⅲ

期土塁から口緑部が直立する内耳土器と常滑の嚢が出土していることから、16世紀代に比定される。土

塁から曲輪内に延長したトレンチはⅡ期整地層上面で調査していることから、トレンチ出土のカワラケ

をⅢ期整地層に伴う遺物とすると、Ⅲ期整地層が15世紀後半～16世紀代に形成されたと考えられる。最

終段階（Ⅱ期）に先行するI期については、I期土塁の整地層からカワラケと古瀬戸小皿が出土してお

り、15世紀後半～16世紀代の年代を与えることができる。

出土したわずかな遺物から野沢館跡の詳細な存続時期と廃城時期を決めることは困難であるが、今回

の発掘成果は、①I期・Ⅱ期とも曲輪内の整地と土塁構築が戦国期の所産であること、②13世紀以前の

遺物はなく、『一遍上人絵伝』が成立した時期に構築された遺構は確認されない、以上の2点を示して

いる。主郭のプラン（方形区画）が14世紀以降に成立したと解釈できる。

5日　最終段階の様相一主部と外部享

野沢館跡の主郭には、仝周土塁の外側に水路が巡る。現状と地籍図との照合などから水路を堀跡推定

地と理解されており、今回の発掘でこれが証明された。

野沢館跡がある現野沢市街地には、南から北方に水路が流れている（付編第4図）。現道路と水路をも

とに外郭が想定され、主郭（註5）と外郭で構成される回字形の館と理解されている（郷道1989）。主郭

と郷道氏想定の外郭を地図に表示したのが付編第4図で、図中Cが外郭の虎口に想定されている。市街

地のため現状で外郭の施設を確認できないが、寛延4年（1751）の「信州佐久郡野沢原両村図」（第5

図）に土塁を伴う外郭が措写されており、当時土塁が存在していたか、もしくは外郭の存在が認識され

ていたと理解できよう。

第4図では、主郭が方形を呈する一方、外郭は不整形で随所に折れが見られることが分かる。外郭の

範囲については、北半部（a・f・e）と南半部（a～e）が異なる形状であることから、外郭北限を
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f・gどちらにするかは見解が分かれている。主郭と外郭については、各々に主軸のずれがあり、この

ずれは構築時期の差に起因するものと理解されている。野沢館跡は、方形単郭の館（主郭）が先行して

構築され、戦国期において主郭の改修とそれに伴い外郭が形成されたと解釈されている（郷道1989）。

今回の発掘は、野沢館跡の変遷を考える上で2つの資料を提示している。

第1は主郭の存続時期をある程度推測可能となったことである。曲輪内の整地を戦国期の所産と捉え

られ、14世紀以降の遺物が出土していることから、主郭の成立時期が当該期を遡らない可能性が考えら

れる。

県内における最近の発掘では、溝（堀）囲いの遺跡が14世紀～15世紀代に成立していることが明らか

となっており（長野県考古学会1998）、野沢館跡（主郭）もこれに属すると思われる。出土遺物が僅少な

ため、詳細な構築時期と存続時期は今後の調査・研究の進展で明らかになるものと思われる。

付編第4区i　主郭・外郭配置図（郷道復元図を地図に表示）
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第2は外郭の存在を明らかにしたことである。昨年末の調査で堀と土塁（痕跡）が確認され（註6）、

確認地点を第4図に示した。①地点で東西方向、②地点で南北方向にのびる堀が外郭線に想定されてい

る現水路の脇で検出されており、土塁痕跡は堀の曲輪側で見つかっている。土塁の高まりが残存しない

ため推測を含むが、堀の上端と想定土塁塁線がほぼ接するため、基本的に外郭も主郭と同様、土塁法面

がそのまま堀法面につながる構造であったと考えられる。

堀の位置と絵図との照合で外郭の北辺が判明した。「信州佐久郡野沢原両村図」に措かれている北辺の

土塁は、東辺屈曲部（e）と両辺屈曲部（a）がほぼ直線的につながっており、これと①地点の堀が一

致することから、a～eを結んだライン（図中g）が外郭北辺と捉えられる。

郷道氏は文献史料に登場する「伴野」「野沢」の検討により、野沢館跡に3つの画期があったことを

指摘している。第1は弘安8年（1285）の霜月騒動、第2は大井氏、伴野氏、野沢氏の間に紛争が起こっ

た文明11年（1479）～長享3年（1489）頃、第3は甲斐武田氏が佐久へ侵入・支配した天文年間以降で

ある。さらに、郷道氏は佐久が徳川・後北条氏の抗争の場となった天正10年6月以降に折れをもつ外郭

が形成されたと推測している（郷道1992）。

主郭と外郭の構築時期と変遷過程については、発掘資料の蓄積で序々に明らかにされると思われる。

外郭部分での発掘はほぼ想定プラン通りの外郭線の存在が証明され、主郭と外郭の構築時期を考古資料

から言及可能となった意義深いものに間違いない。

6。おわりに

旧市街地の面影を残す野沢も近年は開発行為が及ぶようになり、野沢館跡でも随所で発掘調査が行わ

れるようになった。地下遺構の破壊にとどまらず、土地に刻まれた歴史である景観をも変える現状変更

行為が中世的な面影を残している野沢館跡（主郭）に及び、姿が変わってしまうことは中世城館跡を学

ぶ一人として残念の一言に尽きる。今回の「まちづくり総合支援事業城山公園整備」もこの行為に帰属

するものであることの認識を真撃に受け止めなければならない。

今から約25年程前、初めて野沢館跡を見た際、市街地にも関わらず土塁の良好さに感心したことを．鮮

明に記憶している。廃城後、今に至るまで土塁を残してきたことの努力・重要さを評価する必要があり、

『一遍上人絵伝』での登場と「中世的景観を残す遺跡」が融合した結果、全国的に著名となったことを

忘れてはならない。『一遍上人絵伝』と現況遺構には、その年代に大きな隔たりがあるが、現地を歩い

た研究者はこの姿から「中世」をイメージしたことに違いない。

今回の発掘では、前項で列記したような貴重な資料を得ることができ、野沢館跡の実態解明に一歩進

んだと思われる。本稿は野沢館跡（主郭）の氷山の一角に過ぎない資料を、推測的要素を含有して解釈

を試みた。今回の調査は、館を構成する主要な施設（パーツ）に考古学的なメスを入れたに過ぎないた

め、本稿は可能性を指摘したにとどまるが、遺跡の属性を示すことは出来たと考えられる。

このような成果の反面、県史跡という関係で解明できなかったことも多い。城郭遺跡として、何を捉

えることが出来なかったか。史跡として残る遺跡とともに課題を継承することも重要なことである。

今回の発掘は、野沢館跡を考古学的にアプローチする突破口を開いたものと位置付けられ、今後の調

査・研究は、今回の成果を補強e修正しつつ進展するものと思われる。考古学e文献史学・城郭史・絵

画史など、複眼的視点による各分野の研究が期待されるところである。

（2004年2月11日稿了）
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佐久市野沢の現金台寺北側にある遺跡については、「伴野氏館跡」「野沢城跡」「伴野城跡」「野沢館

跡」など複数の呼称名がある。存続時期のなかで館→城へ変遷したとする見解に立つと、戦国期以

前と以降とで峻別する必要もあろうが、本稿では、地表面観察で確認される現況遺構を、便宜上「野

沢館跡」と統一して呼称する。

2　伴野氏館跡保存会1978a・bには、水路開削と土塁補修時の写真が掲載されており、工事の際に土

塁を削っていることが分かる。

3　本稿では、土塁と堀の各部位を説明する際、便宜上、東側土塁・南側堀などの呼称を用いる。

4　平坦部の呼称であるが、本稿では「くるわ」と訓読みの場合は「曲輪」、「かく」と音読みする場合

は「郭」を用いる。

5　本稿では野沢館跡の中核部分を「主郭」と呼称したが、これは郷道氏などが「内郭」と呼称してい

る区画（施設）と同じものである。

6　堀の覆土から近世陶磁器が出土していないため、中世に存続した堀と理解される。現在整理中のた

め、詳細な堀の存続時期と埋没時期は後日明らかとなると思われる。
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付　編

野沢館願瀾個然科学分析業務委託報告
パリノeサーヴェイ株式会社

はじめに

今回、野沢館跡Ⅳにおいて、土塁と堀の調査が行われた。土塁は現在の改修跡の下位に、戦国時代の

遺物を伴う改修跡が見られたものの、鎌倉時代の館跡に関する遺物は検出されていない。一方、堀は後

代の用水路により削られており、現代の盛土や近・現代の遺物を含む堆積層が認められるが、堀の底部

には堀が機能していたときのものと考えられる水成堆積物が検出されている。今回は、堀埋積物の珪藻

分析と花粉分析を行い、当時の古環境に関する情報を得る。

1。試料

堀の調査は、3カ所で行われ、それぞれAトレンチ、Bトレンチ、Cトレンチと付されている。今回

は堀の底部を中心として、Aトレンチから3点（A－1～3）、Bトレンチから5点（Bpl～5）、Cトレンチ

から4点（じ1～4）の試料を採取し、分析用試料とした。Aトレンチの、A－1は17層、A－2は18層、A－3

は11層に相当し、いずれも少し砂礫が混じる黒褐色～黒色のシルト層である。Bトレンチの、B－1は23

層、B－2は22層、B－3は19層、B－4は18層、B－5は16層にあたる。B－1は黒褐色シルト層、B－2は黒色シルト

層、B－3が黒褐色の細粒砂層、B－4が黒褐色のシルト層、B－5が黒褐色のシルト質砂である。Cトレンチの、

C－1は25層、Cp2は23層、C－3は20層、C－4は11層に相当する。じ1は黒色の砂層、じ2は黒褐色のシルト、C－

3は黒褐色のシルト、C－4は黒褐色のシルト質土である。

2。分析方法

（1）珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは

1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対

象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、原口ほか（1998）、Krammer（1992）、KrammerandLange－

Bertalot（1986，1988，1991a，1991b）などを参照する。

同定結果は、海水～汽水生種、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類を

アルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分e水素イオ

ン濃度（pH）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種はその内容を示す。そして、産

出個体数200個体以上の試料は、産出率3。0％以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布

図を作成する。また、産出化石が現地怪か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。

堆積環境の解析については、海水～汽水生種は小杉（1988）、淡水生種は安藤（1990）、陸生珪藻は伊藤・

堀内（1991）、汚濁耐性は、AsaiandⅥ加anabe（1995）の環境指標種を参考とする。

（2）花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、師別、重液（臭化亜鉛：比重2。3）よる有機物の分

離、フツ化水素酸による鉱物質の除去、セルロースの分解を目的とするアセトリシス（無水酢酸9：濃
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硫酸1の混合液）処理の順に、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残漆をグリセリンで封入し

てプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全体を走査し、出現する全ての種類Chxa）に

ついて同定・計数する。

分析結果は同定e計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位分布図で示す。国中の出現率は、

木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総花粉・胞子数より不明花粉を除いた数をそれぞ

れ基数とした百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類をハイフォン（－）で結んだものは、種類

間の区別が困難なものである。また、木本花粉が100個体未満の場合は、確率分布による誤差が大きくな

ることから、百分率表示はせず、検出された種類を＋で表示するにとどめる。

3。結果

（1）珪藻分析

結果を表1、図1に示す。Aトレンチ～Cトレンチ断面とも珪藻化石が豊富に産出する。完形殻の出

現率は、70％以上と各トレンチとも化石の保存状態が良い。産出分類群数は、合計で34属184種類である。

トレンチ別に珪藻化石群集の特徴を述べる。

・Aトレンチ

A－3は、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻と、淡

水域に生育する水生珪藻（以下、水生珪藻）とが半々づつ産出した。水生珪藻の生態性（塩分濃度、水

素イオン濃度、流水に対する適応能）の特徴は、貧塩不定怪種（小量の塩分には耐えられる種）、真＋

好アルカリ性種（pH7。0以上のアルカリ性水域に最もよく生育する種）、流水不定怪種（流水域にも止水

城にも普通に生育する種）と真＋好流水性種（流水城に最もよく生育する種）が多産する。水生珪藻は

とくに多産するものはなく、好流水怪で中～下流怪河川指標種群（安藤，1990）のqⅦゐe肋S血uaね、

鞄壷元2VaUC力el元e等が産出した。陸生珪藻は、耐乾性の高い陸生珪藻A群（伊藤・堀内，1991）の

Ha月おSC力点∂17拶力lo埠7S、ブ血豆cL壷co扉el血血振cqフS、ブ南のcu血mu存caが産出した。中～下流性河川指

標種群とは、河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現

することから、その環境を指標することができる種群のことである（安藤，1990）。A－2は、水生珪藻が

約90％以上と優占する。生態性の特徴は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、真＋好流水性種が多産

する。産出種はとくに多産するものはなく、好流水性で中～下流性河川指標種群のAc短∂月娩es

血刀CeO血ね、伽ゐe舷用血相ね、C諸元掴由、鞄壷元ヨ帽UC力e元ヨe、脇os通va元2月S、長治ocop力e月由

∂肋reⅥ伝ね、流水不定性のGo叩頭0月emap甜Ⅵ血照等が産出した。A－1は、水生珪藻が優占するが陸生

珪藻も約30％産出する。淡水生種の生態性の特徴は、前試料に近似する。産出種の特徴は、晦壷元ヨ

閥UC力eヱ元e、流水不定性のCocco月e元p血C即血血、qワ刀ゐe肋S〟es由ca、それに陸生珪藻A群の

月おおSC力由∂印画ノ0埠7S、肋V元も通用血ca等が産出した。

・Bトレンチ

B－1～5は、水生珪藻が優占した。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、

真＋好流水性種が優占あるいは多産した。主な産出種は、試料により消長が異なるが、ほぼ同様の種類

から構成される。流水怪で中～下流性河川指標種群のAc血∂月建es血刀CeO血ね、q相通e此2m元日ね、C

s玩びaね、鞄壷1元vaUC力e∫元e、朋dos通va1五月S、励0元ospムe月由∂肋rel万お∂、＄Ⅵedra血aeqUa茄、流

水不定性のAcカ月∂月娩esm元日元S血∂、Go几p短月emaparVU血刀等が産出した。
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表1珪藻分析結果（1）

種　　　　　　　　　　　 類
生　　 態 性 環　 境

指 標 種塩　 分 P H 流　 水 A j　 A －2　 A rl　 B －5　 B －4　 B －3　 B －2　 B －1　 C A　 C －3　 C －2　 じ 1

N itz sc hia sig m a （K ue tz ．） W S m ith E uh AM e h E 2 1

N itz sch ia filifo rm is （W S m ith ）V an H e urc k M eh 1

A m p h ora fon tina lis H u sted t O gh －M e h al－il in d

U

1

B a c illaria pa ra do x a G m e lin O gh －M e h aトb i トp h 1

F ra g ilaria b re vistriata G r un o w O gh －M e h aトil トph U

U

U

U

S

S

1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

N av ic u la g reg a ria D on k in O g h －M e h al－il in d 3

N avi c u la ve n eta K ue tz in g O g h uM e h aトil in d 2　　　 2　　　 2　　 1

N itzs ch ia fru stu lu m （K ue tz．）G ru n ow O g h －M e h al－b i in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　 2

N itzs ch ia lev id e ns is va r．v ic tor iae G ru no w O g h －M e h al－il in d 1

N itzsc h ia o btu sa v a r．sc alpe lliform is G ru n ow O g ll－M e h aトil in d 1

N itzsc h ia p alea （K u etz ．） W Sm ith O g h －M e h in d in d 1　　　　　　 3　　 1　　 1　　　　　　　　　　　　　 1

R h op a lo dia g ib be ru la （E h r．） 0 ．M u ller O g h －M e h a 主il in d 2　　　　　　 1　　 1　　 1　　　　　　 1　　 1　　 2

A c h na n the s co n ve rge n s H ．K ob ay a si O g h －in d in d r－P h T

T

U

K ，T

T

U

U

T

TTLノ

R A

T

T

N

U

U

R B

1

A c h na n the s cre n ulata G r un o w O g h lin d a l－b i 1－p h 1　　　　　　 1

A c hn a n the s h un g arica G ru n ow O g h －ind a l－il ind 5　　　　　　 5　　 1　　 1　　　　　 1　　 3　　　 2　　 1　　　　　 10

A c hn a n th e s lan c eo lata （B re b ．） G ru n ow O g h －ind ind r－p ll 4　　 18　　　 3　　 1 6　 16　　 18　　 1 7　　　 8　　 1 6　 13　 1 1　　 9

A c hn a n th e s late ros tra ta H us ted t O g h －ind a l－il ind 1　　　　　　 1

A ch n a nth e s lin e aris W S m ith O g h－ind a l－b i ind 1　　　　　　　　　　 1　　　　　　 1　　 1

A ch n a nth e s m in u tissim a K ue tzin g O g h－ind a トil in d 4　　　 7　　　 7　　　 3　　　 5　　 2 1　　 8　 1 1　　 7　　　 8　　　 9　　　 4

A ch n a nth e s r ostra ta O e stru p O g h in d a l－il r－P h 1

A ch n a nth es s ub h u dso n is H u sted t O gh －in d in d

a トil

in d

r－ph

in d

in d

1　　 1　　 4　　　 2　　 1　　 2　　　　　　　　　　 5　　　 4　　　 3　　　 5

A m p h ora a ffin is K u etzing O gh －in d 1　　 3　　　 3　　　 4　　　 4　　 1　　 1　　 6　　　　　　　　　　 5　　　 2

A m p h ora m o n tan a K r ass ke O gh －in d 8　　　　　　 3　　 1　　　　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　　　　 1

A m p ho ra p ed ic u lu s （K ue tz．）G ru no w O g h －in d al－b i in d 1　　　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　 1　　 3

A no m o eo n eis v itre a （G ru n．） R os s O g h h ob ac －il トph 1

A ulac os eir a a m b ig u a （G ru n ．） S im o n sen O g h nin d aIuil 1－b i 1　　 3　　 1　　 1　　　　　　　　　　　　　 1

A ulac os eir a c re nu lata （E h r．） K ra m m e r O g h －in d in d 主p h 1

A u laco se ira italic a （E h r．）S im on s en O g h －in d aトil トp h 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

C a lo ne is b ac illu m （G ru n ．） C lev e O g h －in d aトil r －P h 1　　　　　　 4　　 1　　 1　　　　　　　　　　 1

C al on e is le p to so m a K r am m er ＆ L a ng e－B erta lot O g h －in d in d トp h 1　　 1

C a lon e is silicu la （E h r．） C lev e O g h －in d aトil in d 2　　　　　　　 3　　　　　　　　　　　　　　 1

C a lon e is silicu la v ar．m in u ta （G ru n．）C le ve O g h －in d al－il in d

K ，T

J

T

U

T

T

S

M ，U

1

C e rato ne is ar cu s K u etz in g O g h －h o b in d r－b i 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

C er ato ne is ar cu s va r．h a tto rian a M e iste r O g h －in d in d r－b i 1　　 6　　　　　　　　　　 6　　 1　　 3　　　　　　 1

C era ton e is ar cu s v a r．re cta （C l．） K ra ssk e O g h －in d ind r－b i 1　　 2　　　　　　 6　　 1　 2 2　　　 3　　 1　　 5　　　 2　　　 5　　　 5

C oc co n eis p la c en tula （E hr．） C le ve O g h－ind a l－il ind 6　　　 3　　　 8　 1 1　　 3　　　 3　　　 5　 1 7　 1 1　　 6　　　 9　　 9

C oc co n eis p la ce n tula v a r．e ug ly p ta （E h r．）C lev e O g h－ind a トil r－p h 4　　　 2　　 1　　 2　　 1　　　　　　　　　 1　　 2　　　 3　　 1　　 4

C oc co n eis p la ce n tula v a r．lin ea ta （E h r．）C lev e O g h－ind a トil r－p h 2　　 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　 1　　 1　　　　　　 2

C raticu la c u sp id ata （K u etz ．） D ．G ．M an n O g h－in d a l－il in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

C y c lo te lla stellig e ra C le ve ＆ G ru n OW O g h－in d a トb i トb i 1

C y m b e lla c istu la （E h r．） K irc h n er O gh －in d al－il トp h 0 ，T

K ，T

T

K ，T

T

1　　　　　　 1　　　　　　　　　 1　　 1　　　　　　　　　　 3

C y m b ella c us pid ata K u etz in g O gh －in d in d in d 1

C y m b ella m in uta H ilse ex R ab h ． O g h －in d in d r－P h 2　 15　　　 3　　　 5　　　 9　　 31　　 8　　　 4　　　 8　 11　 14　　　 3

C y m b ella sile sia ca B leisc h O g h －in d in d in d 2　　　 6　 10　　　 7　　　 6　　　 9　　 1　　 6　　　 7　　　 9　　　 6　　　 5

C y m b ella sinu a ta G reg o ry O g h －in d in d r－p h 8　　　 9　　　 4　　　 9　　　 3　 12　　　 6　　　 6　 15　　　 9　　　 9　　 4

C y m b ella tumi d a （B reb ．ex K u etz．）V H e ur ck 0 gh －in d al－il in d 2　　　 3　　　 3　　　 6　　　　　　　　　　 2　　　 3　　　 3　　 1　　 1

C y m b ella tum id a va r．g ra cilis H u sted t O g h －in d aトil 1－Ph T

K ，T

T

1　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

C y m b ella turg id ula G ru n ow O g h －in d alril r －P h 2　　 1　　　　　　　　　　　　　　 2　　 1　　 1　　 2

C y m b ella turg id ula v a r．n ip p on ica S k vo rtzo w O g h －in d al－il r りp h 3　　　 5　　　 2　　　 6　　　 4　　　 3　　 1　　 2　　　 7　　 2　 14　　 4

D iato m a h ye m al is （R oth ） H eibe rg O g h －ho b in d r －b i K

K ，T

1

D iato m a m e sod o n （E h r．） K u e tz in g O g h －in d a H l r －b i 1　　 1　　 1　　　　　　 2　　　 4　　　 4　　　 3

D iplon e is oc u lata （B reb ．） C le ve O g h －in d a l－il トp h 2　　 1　　　　　　　　　　 5　　　　　　　　　　　　　 1

D ip lon e is ov al is （H ilse ） C le v e O g h －in d a トil ind

R I

T

T

P

0

0

T

T

T

U

S

U

U

S

S

T

K ，T

T

U

0

U

T

1　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

D ip lon eis ya tuk a en sis H o rik aw a et O k u n o O g h in d in d 1－p h 1　　　　　　　　　　 1

E p ith emi a ad n ata （K u etz ．） B re bisso n O g h rin d a l－bi ind 1

E pith emi a so rex K u etzing O g h ind a トbi ind 1

E pith em ia turg id a （E h r．） K u etzing O g h －ind a トil トp h 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

E un o tia b ilu n a ris （E h r．） M ills O g h－h ob a c－il トp h 1　　　　　　　　　　 5　　　 5　　 1　　　　　　　　　　 1

E un o tia ex ig u a （B reb ．） G ru n ow O g h－h ob a c－b i トp h

1－b i

in d

1

E u n ot ia g rac ia lis M e ister O g h，h ob ind 1

E u n ot ia in c isa W S m ith ex G reg or y O g h－h ob ac －il 1　　　　　　　　　　 1

E u n otia p ectin al is va r．m in or （K u etz．） R ab en h o rst O gh －h ob ac －il in d

トbi

in d

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

F ra g ila ria b ica pitata A ．M a ye r O gh －h ob in d 1

F ra g ila ria c ap u cin a D e sm a ziere s O gh －in d aトil 1　　 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　 1

F ra g ila ria c ap u cin a va r．g ra cilis （O e str．） H us ted t O gh －in d aトil トph 2　　 1　　　　　　 9　　　　　　 3　　　　　　 3

F ra g ila ria c ap u cin a v a r．m e so lep ta （R ab h ．） R a be n ho rst O g h －in d aL il 1－ph 4　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 1　　　　　 1

F rag ila ria c on str ue ns fo．b in o dis （E h r．） H u sted t 0 gh －in d al－il トp h 1　　 1　　　　　　　　　 3　　　　　　　　　　　　　 1　　 1

F rag ila ria c on str ue ns fo．v en ter （E h r．） H u ste dt O g h －in d aトil トp h 11　　　　　　 5　　　 3　　　　　　　　　　 8　　 1　　 8　　　　　　　　　　 7

F rag ila ria e llip tica （S ch u m a n n） C arlson O g h －in d aトil 1－P h 6

F rag ila ria le p to sta ur on （E h r．）H u sted t O g h －in d aトil 1－P h 1

F rag ila ria le pto sta uro n v ar．d ub ia G ru n ow O g h in d a l－il in d 1

F rag ilar ia p ara sitica （W S mi th ）G ru n ow O g h －in d a l－il in d 1　　 1　　　　　　 2　　 1　　　　　　 2　　　 2　　　　　　　　　　　　　 1

F rag ilaria p in n ata E hre nb e rg O g h －in d a トil トp h 2　　 1　 1　 1　　　　　　　　　 6　　　　　 1　　 2　　　　　　 5

F rag ilaria p in n ata v ar．lan c ettu la （Sc h u m ．） H us ted t O g h －in d a l－il 1－p h 2　　　　　　　　　 1　　　　　 1

F r ag ilaria u ln a （N itz sch ） L a n ge AB er tal o t O g h －in d a l－il ind 1　　 5　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 1 0　　　　　　　　　　 1

F ra g ilaria uln a va r．a rcu s （K u etz．） L an g e－B e rtalot 0 gh －ind a l－il トp h 2　　　 3

F ra g ilaria va u ch e ria e （K ue tz ．） P ete rse n O g h －ind a トil r－p h 9　 12　 1 3　 1 9　　　 8　 1 5　　　 3　 1 1　 2 1　 14　 16　 17

F ra g ilaria va uc h e ria e v ar．c ap itellata （G r un ．）P a tric k O g h ind a トil r－P h 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　 1

F ru s tu lia v ulg a ris （T h w ait．） D e T b n i O g hれind a トil in d 1　　 1　　　　　　 1　　 5　　 1　　　　　　 4　　　　　　　　　　 1

G o m p h on e m a ac u m in atu m E h re nb erg O g h－in d in d 1－p h 2　　 1　　　　　　 1

G o m p h on e m a an g u statu m （K ue tz ．） R a be n h ors t O gh －in d a l－il in d 1　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　 1　　 1

G o m p h on e m a an g u statu m v ar．line a ris H us te d t O gh －in d ac －il u nk 1

G o m p h on em a an g us tum A g a rd h O gh －in d aトil in d 1

G o m p ho n em a cle ve i F ric k e O gh －in d aトb i r－P h 3　　　 2　　　 2　　　　　　 1　　　　　　 2　　 1　　 1　　　　　　 3　　 1
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表1珪藻分析結果（2）

種　　　　　　　　　　 類
生　　 態 性 環　 境

指 標 種 A －3　 A －2　 A －1　 B －5　 B －4　 B －3　 B r2　 B －1　 C －4　 C j　 C －2　 C rl
塩　 分 p H 流　 水

G o m p ho n em a c le ve i va r．ina eq u ilo n g um H ．K ob ay as i O g h －in d in d r－P h

0 ，U

U

T

U

K ，T

J

T

R A ，U

R A

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

G o m ph o n em a g ra cile E h re nb e rg O g h －in d aトil 1－P h 1

G o m ph o n em a m in utu m （A ga rd h ）A g a rdh O g h －in d a l－il r－P h 1　　　　　　　　　　　　　 1

G om ph o n em a o liv a ce um va r．m in u tiss im u m H u ste d t O g llnind a l－il ind 2　　 2　　　　　　　　　 1　　　　　 1　　 2

G om p h o n em a o liv a ce um va r．01iva ce oid es （H u st．） L a ng e －B ． O g ll－ind a トil ind 1　 1　　 2　　 1　 1　 10　　 1　　　　　 2　　 1

G om p h o n em a p arv u lu m K u etz in g O g h －ind ind ind 4　 1 1　　 6　　 8　　 8　　 7　 13　　 8　　 3　　 6　　 8　 10

G om p h o ne m a p umi lu m （G ru n ．） R e ich a rd t ＆ L an g e－B e rtalo t O g h －ind a l－il ind 5　　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

G om p h o ne m a q ua d rip u nc tatu m （O e stru p ．） W islou c h O g h－ind a トb i r－ph 2　　 1　 1　 1　　　　　　　　 1　　　　　 1　 1

G om p h on e m a su m a to re nse F ric ke O g h－in d in d r－bi 1

G o m p h on e m a tru nc atu m E h ren b erg O gh －in d in d トph 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　 2

G o m p h on e m a sp p ． O gll－u nk u nk un k 1　　 1

G y ro sig m a s ca lp roid es （R a b h．） C le ve O gll－in d al－il r－p h 1

H an tzsc h ia a m p h iox y s （E h r．）G ru no w O g h －in d aluil in d 19　　 1　 15　　 3　　　　　　　　 1　 1　 1　　 3　　 2　 1 1

H an tzsc h ia a m p h iox y s v ar．ca p itata O ．M u lle r O g ll－in d aトil in d 1

M a rty an a m a rtyi （H e rib au d ） R o un d O g h －in d al－il in d

K ，U

1

M e lo sir a v a ria ns A g ard h O g h －h il al－b i r －P h 2　 14　　 2　　　　　 3 9　　 1　　 8　 1 1　　 5　　 1　　 7　　 5

M e rid ion c irc u lae v a r．c on strictu m （R al fs） V ．H eu rc k O g h －in d aトil r －b i K ，T 2　　 1　 1　 1　　　　　　　　 1　　　　　 1　　 2　　 1

N a v icu la b ry op h ila B o ye －P e ters en O g h －in d al－il in d R I 1

N a v icu la c ap ita tor ad ia ta G erm ain O g h －in d a l－il rMp h K ，T

U

1　　　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　 1

N a v icu la c ar i E h ren b erg O g h －in d a トil r－b i 1

N a vicu la c le m en tis G ru no w O g h －in d a ltil ind

R B ，S

1

N a vicu la c on ferv a cea （K ue tz ．） G ru no w O g h －ind a l－b i ind 1　　　　　　　　　　　　　 1

N a vicu la c on ten ta G r un o w O g h －ind a トil ind lu ，T 1　 1　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

N av ic u la c on ten ta fo．bicep s （A rn o tt） H u ste dt O g h －ind a l－il in d R A ，T 1 7　　 3　　 6　　 3　　　　　 1　　 2　　　　　　 4　 15　　 1　　 2

N av IC u la c ry pto ce ph a la K u e tz in g O g h－ind a l－il in d U

K ，U

1　　 1

N av ic u la d ec u ssis O e strup O g ll－ind aトil r－p h 1　　　　　 2　　　　　 1　　　　　　　　　 2　　 1　　 3

N av ic u la elg in en sis （G r eg ．） R a lfs O g h－in d aトil in d 0 ，U

U

1　　　　　　　　 1　　　　　　　　 1　 1　 1　 1

N av ic u la elg in en sis v a r．n eg le cta （K ra ss ．） P atrick O gh －ind al－il r－P ll 4　　 2　　 2　　 8　　　　　　　　　 1　 1　　 2　　 3

N av ic u la ex ilis K LIe tZln g O gh lin d aトil in d T

R I

R B

1

N avi c ula h am b erg ii H u ste dt O g ll－in d in d in d 1

N av ic ula h asta v ar．g rac ilis S kv o rtzo w O g h －in d al－il トp h 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3　　　 2

N av ic ula ig n ota K ras ske O g h －in d in d in d 2

N av ic ula ig n ota va r．p a lu stris （H us t．） L un d O g h Ain d in d in d R B 1

N a v ic ula k o tsch y i G r un ow O g h －in d al－il in d 1

N a v icu la lan c eo lata （A g ard h ） E h ren be rg O g h －in d a トil ind

R I

R A ，S

1

N a vi cu la lap id o sa K rass ke O g h －in d in d ind 1

O g h －in d a l－il トb i 1

N a vi cu la m utica K ue tzln g O g h －ind a トil ind 4 3　　 2　　 2 3　　 2　　 1　　 2　　 1　　　　　 2　　 8　　　　　 12

N a vicu la m utic a va r．ve ntrico sa （K u etz ．） C lev e O g h －ind a トil in d R I 1　　　　　　　　　　　　　 1

O g h －ind a l－il in d 1

N av icu la n oth a W a 11ace O g h－ind a トil in d

R B

U

T

R B ，S

3

N av ic u la p ara m u tic a B oc k O g ll－ind ind in d 2

N av ic u la p lau s ib ilis H u ste dt O g h－ind in d in d 1

N av ic u la p seu d olan c eolata L a ng e －B erta lo t O gh －in d aトil in d 1　　　　　 4　　 2　　　　　　 8　 12　　 6　　 1　　 9　　 6

N av ic ula rad ios a fo ．n ip p on ica S k vo rtz ow O gh －in d al－il in d 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　 1　 1　　 3

N av ic ul a re in h ard tii G ru no w O g h －in d al－b i in d 1

N av ic ula ru ttn e riv a r．c ap ita ta H u ste dt O g h －in d aトil in d 1

N a v ic ula sem in ulu m G ru no w O g h －in d in d in d 1

O g h －in d in d in d R I，U

K ，U

U

K ，U

R A

S

R B ，U

T

U

S

0

R A

R A

0

0

R A

R I

R B ，S

0

K ，T

1

N a v icu la v e ne rab lis H o h n ＆ H e lle rm a n O g h －in d aトil 1－p h 1

N a v icu la v irid u la （K u etz．）K u etz in g O g h －in d al－il r－p h 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

O g h －in d al－il r－p ll 1

N a vicu la v ir id ula va r．roste lla ta （K ue tz．）C le ve O g h －in d a トil r－p h 1　　　　　　　　　 5　　 1　 1　　　　　　　　　　　　 1

N a vicu la vi r id ula va r．ro stra ta S kv． O g h －in d a l－il rup h

N av icu la sp p ． O g h －u n k u n k u n k 1 ．　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　 2

N e id iu m alp in u m H us te d t O g h けu n k u n k ind 1　　　　　　　　　　 1

N eid iu m a m p liatu m （E h r．） K ra m m er O g h －ind ind 1－p h 2　　　 3

N eid iu m a p ic ulatu m R eim er O g h －h ob a c－il トp h 1

N itzs ch ia am p h ib ia G ru n ow O g hlin d a l－b i in d 2　　 1　 1　　 2　　 4　　 2　　 1　 1　　　　　　　　 1　　 7

N itzs ch ia a n g us ta ta （W S m ith ） C lev e O gh －in d aトil 1－bi

in d

1　　 1　　　　　　 2

N itzs ch ia b re vi ssim a G r un ow O gh －in d aトil 1　　　　　 1　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

N itzs ch ia d issipa ta （K ue tz．）G ru n ow O g h －in d al－il r一一p h 2　　 1　　　　　　 5　　　 9　　　　　　 1　　 2

N itzs ch ia h a n tz sc hian a R a be n h ors t O g h －in d aトb i in d 1　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　 1　 1

N itzsc h ia lin ea ris W S m ith O g h －in d aトil r－p h 1　　　　　　　　　 1　　　　　　 3　　　　　　 1

N itzsc h ia tu bico la G ru no w O g h in d al－il in d 1　　 1　　　　　　　　　 3　　　　　　 2

P in n ular ia ac ro sp ha er ia W S m ith O g h j n d al－il トp h 1

P in n ularia bo re alis E h ren b erg O g h －in d in d in d 2　　 1　　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　 2　　　　　 2

P in n ularia bo real is v a r．b rev ic os tata H us ted t 0 gh －in d in d in d 1

P in nu laria bra u n ian a （G ru n ．） M ills O g h Aho b ac－b i 1－P h 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

P in nu la ria b re vico stata v ar．su m a tran a H u sted t O g h －in d a c－il トp h 1　　　　　　　　　　　　　　 1

P inn u la ria d ive rge n tiss im a （G ru n ．） C lev e O g h rin d a c－il ind 1

P inn u la ria g ibb a E h re nb e rg O g h tin d a c－il

in d

a c－il

ind 1　　　　　　　 3

P in n u la ria k ar elica C le ve O g h －in d 1－p h 1

P in n u la ria m ac ile nta （E h r．） C lev e O g h －h ob 1－p h 1　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　 1

P in n ul a ria n od o sa E h ren be rg O g h －h ob a c－il

ind

ac －il

in d

ac －il

トp h

in d

in d

in d

in d

トph

in d

LIn k

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　 1

P in n u la ria o bs cu ra K ras ske O g h －ind 3　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

P iIln u lar ia ru p estr is H an tzsc h O g h－h ob 2

P in n u lar ia sc h oe nfe ld eri K ram m er O g h－in d 5　　 4　　 5　　 1　 1　　 3　　 2　　 1　　　　　 2　　 1　 1

P in n u lar ia su b ca pitata G r eg ory O gh －in d 2　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　 1　　　　 1　　　　　 2

P in n ular ia u en o S kv o rtzo w O gh －h ob ac －il

in d

tlnk

1

P in n ular ia viridis （N itz ．） E h re nb erg O g h －in d 1　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　 1

P in n ularia sp p ． O g h －un k 1

R h oico sp h en ia a bb rev iata （A g ．） L a ng e －B ． O g h －h il aトil r－p h

in d

6　　 9　　 6　 13　　 4　　 7　 10　　 6　 16　 14　　 8　　 8

R h op al od ia g ib b a （E h r．） 0 ．M u ller O g h －in d al－il 1　　　　　　 1　　　　　　 1
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表1珪藻分析結果（3）

種　　　　　　　　　　　 類
生　　 態 生 環　 境

指 標 種塩　 分 p H 流　 水 A ～3　 A －2　 A －1　 B －5　 B A　　 B u3　　 B －2　　 B －1　 C A　 C r3　 C L2　 C l

R h op al od ia qu isu m birg ia na S kv ortz ow O g h －h il aトil in d

U

S

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

S ellap h or a b a cillu m （E h r．） M a nn O g h －in d al－il in d 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　 1

Se llap h ora lae v iss im a （K ue tz．）M an n O g h in d iIld in d 1　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　 1　　 1　　 1

S e llap h ora p u p ula （K ue tz．） M e resc h ko w sky O g h －in d in d ind

S ta u ron e is an c ep s E h ren b erg O g h －in d in d ind T 1

S ta u ron e is bo rrich ii （P et．） L un d O g h －in d in d ind R I 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　 1

S ta u ron eis la ue nb u rg ia na H u ste dt O g h －in d a トil ind 1

S ta u ron eis la ue nb u rg ia na fo ．a n gu la ta H uste d t O g h －in d a l－il ind

R B

1

S ta ur on eis ob tus a L ag ers ted t O g h －in d ind ind 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　 2

S ta ur on eis p h o en ic en tero n （N itz．） E h ren b erg O g h －in d ind 1－p h 0

U

1

S ta ur on eis p ro d uc ta G ru n ow O g h －h il a l－il in d 1

S u rirella an g u sta K u etz in g O g h－ind a トil rtbi 2　　　　　　　　　　　 2　　　　　　 1　　 1　　 1　　　　　　　　　　 1

S u rirella bise ria ta B reb isso n O g h－in d a トil トb i 1

S u rirella line ar is W S m ith O g ll－in d in d in d

U

1　　 1

S u rirella ov ata v ar．p in n ata （W S m ith ）H u sted t O g h－in d a トil r－p h 2　　　　　　 2　　　 2　　 1　　　　　　　　　 1　　 3　　 1

S u rir ella rob u sta E h re nb e rg O gh uh ob in d 1－bi 1

S u rire lla te n era G reg o ry O gh －h ob in d トbi

J ，K ，T

1

S y ne d ra in ae q ua lis H ．K ob ay a si O gh －in d al－il r－b i 1　　 4　　　 6　　 11　　 2　　　 2　　　 8　　　 8　　 1　　 4　　 12　　　 4

T ab ella ria flo c cu lo sa （R oth ） K ue tzin g O g h －h ob ac －il 1－b i T 1

淡水～汽水生種

珪藻化石総数

凡例
H．R　：塩分濃度に対する適応性
Euh－Meh：海水生種一汽水生種
Meh　：汽水生種

Ogh－Meh：淡水一汽水生種
Ogh－hll：貧塩好塩性種
Ogh－1nd：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種
Oghunk：貧塩不明種

pH　：水素イオン濃度に対する適応性
aトbl：真アルカリ性種
aト11：好アルカリ性種

Ind　：pH不定性種
ac－11：好酸性種
ac－bl：真酸性種

unk：pH不明種

環境指標種群
E2：汽水泥質干潟指標種（小杉，1988）
J：上流性河川指標種，K：中～下流性河川指標種，M：湖沼浮遊性種，N：湖沼沼沢湿地指標種，
0：沼沢湿地付着生種，P：高層湿原指標種（以上は安藤，1990）
S：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好活水性種（以上はAsalandWatanabe，1995）
R：陸生珪藻（RA：A群，RB：B群，RI：末区分、伊藤・堀内，1991）

井
工
尉通る

種
す
種
種
性
種
種
種

対
性
性
定
性
性
明

に
水
水
不
氷
水
不

水
止
止
水
流
流
水

流
真
好
流
好
真
流

慧
悪
霊
u

nk

・Cトレンチ

じ1～4は、水生珪藻が優占した。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、

真＋好流水性種が優占あるいは多産した。主な産出種は、試料により若干異なるが、ほぼ同様の種類か

ら構成される。流水性で中～下流性河川指標種群のAc血∂月蝕es血刀CeO血ね、伽玩此H五m由、C

s彿ua臨地壷元ヨVaUC力e元ヨe、長治oco坤力e月由∂肋reⅥbね、流水不定怪のAc血∂月建esm元日と元S血∂、

CDcco月e元痴ce月れ血等が産出した。

（2）花粉分析

結果を表2・図2に示す。A」、A－3、B－5、C－4は花粉化石の保存が悪く、検出数も少なかったが、他

の試料からは多くの花粉化石が得られた。多くの花粉化石が得られている試料をみると、各トレンチと

も傾向が類似する。下位（B」、B－2、C」、じ2）では木本花粉ではツガ属、マツ属、コナラ亜属、ガマ

ズミ属、草本花粉ではイネ科やヨモギ属が多く検出される。一方上位（C－3、B－3、B－4、A－2）では、木

本花粉はマツ属の割合が高く、他の種類は産出率、種類数ともに少なくなる。草本花粉は、イネ科など

の割合が高い。また栽培植物であるソバ属が検出される。

4。考察
Aトレンチの下部、Bトレンチ、Cトレンチ共に共通した特徴として、中～下流性河川指標種群に属

する流水怪種が多いが、個々の種に着目すると、種類数が多く、特定の種が優占しない。このような傾

向は、氾濫堆積物などに特徴的に現れ、混合群集と呼ばれている（堀内ほか，1993）。河内・荒牧（1979）

によれば、遺跡が立地する地形面は完新世の河川堆積物からなり、治水工事により河川が固定されてい
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表2　花粉分析結果
ハ
し

‥ノ〕
（
し

つ
J

ハ
し

・
し

”B
り
ノ
］B

W

つ
JB楚！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r洋棚番汁　　　　　Aw3　　　Am2　　　A－1　　　Bル5　　　B4

2

0

6

2

9

　

】

　

5

5

3

3

6

－

－

】

－

2

2

1

2

3

－

2

2

6

　

二

＋

＋

一

一

3

　

丁

十

一

一

一

一

丁

千

一

3

7

4

8

2

3

－

6

3

2

1

2

2

ユ

2

1

1

0

6

…

2

1

1

2

3

1

9

1

1

2

　

二

　

こ

　

こ

…

2

1

－

2

一

1

2

1

1

一

1

4

1

！

　

1

5

1

6

…

－

】

－

丁

千

丁

＋

　

2

7

6

7

3

1

0

　

こ

こ

23

ー
l
〇
　
O

l

】

　

1

1

3

1

9

　

二

　

】

　

1

　

二

　

2

3

2

2

3

1

2

1

1

2

2

2

　

】

　

1

　

二

　

1

3

　

1

－

－

1

　

二

　

6

6

ー

．

一

　

　

り

】

r

 

H

－

1

り

】

一

↓

－

－

▲

一

1

1

一

リ

J

　

　

り

】

　

．

一

一

一

．

　

1

　

一

一

　

H

一

一

3

一

1

5

　

2

一

1

　

1

“

一

2

　

　

．

　

】

　

一

り

J

．

一

一

　

h

 

l

　

　

　

　

　

　

　

一

　

m

　

一

　

　

　

　

　

H

　

一

一

一

一

　

　

．

．

．

1

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

．

一

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

M

　

一

ほ

　

　

．

い

　

　

一

　

h

　

　

一

　

　

　

　

い

　

一

9

2

7

1

0

　

】

　

1

2

7

1

0

　

二

　

6

9

2

1

4

4

1

－

1

2

1

5

2

5

4

5

　

‥

　

4

1

　

二

　

1

1

3

　

＝

　

2

－

1

　

＝

…

2

6

1

3

3

3

5

1

5

2

3

1

＝

二

　

1

4

7

7

1

1

4

1

4

1

1

7

2

5

　

】

　

7

1

1

1

1

1

2

…

7

1

2

1

1

…

＝

一

1

2

9

り

】

ぶ

り

、

．

　

仙

…

h

 

l

一

一

．

り

ー

　

l

J

リ

】

　

二

】

．

1

　

一

　

1

一

　

　

1

　

”

一

1

　

1

　

　

　

…

1

1

　

1

　

8

1

　

1

1

一

一

1

　

5

9

　

2

　

4

　

6

　

1

6

　

1

7

　

2

　

2

　

2

　

2

　

3

一

4

一

1

　

1

一

一

】

　

8

1

2

3

　

】

　

1

－

】

　

1

⊥

…

2

3

5

　

】

　

4

2

9

1

5

4

3

3

一

1

一

3

一

1

一

一

一

7

1

　

5

一

一

一

一

、

い

　

↓

】

　

に

　

　

．

1

．

一

l

一

1

一

一

1

　

0

　

2

4

2

　

一

　

9

　

1

10

2

6

6

1

3

4

4

2

6

一

1

5

一

5

2

2

1

3

1

1

8

一

m

二

一

l

一

一

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

1

一

一

一

　

　

、

　

　

．

－

1

一

0

　

9

　

1

一

1

一

1

一

一

1

　

1

　

2

　

2

　

2

　

1

一

1
5

一

1

　

3

一

一

一

8

一

2

3

↓

】

．

．

1

1

－

－

　

】

　

　

1

1

　

　

－

1

　

－

　

…

－

．

…

．

…

一

一

一

　

　

．

一

．

…

．

　

1

リ

】

　

　

1

　

▼

　

　

　

P

 

l

．

－

　

．

一

　

1

　

　

　

　

．

…

一

　

H

．

．

一

9

1

4

7

1

3

1

3

1

4

7

…

1

1

－

6

2

…

1

　

＝

　

4

一

…

1

　

＝

　

こ

　

こ

…

1

　

】

　

＝

　

二

　

二

一

一

1

0

…

　

－

－

　

　

▼

　

1

　

　

1

－

．

…

1

　

1

…

…

－

一

　

　

h

 

H

　

　

一

一

　

一

一

　

一

一

一

…

一

一

一

一

一

一

一

1

．

一

一

　

H

コ

　

　

一

．

．

一

∬

、

い

　

一

一

．

〃

　

り

】

一

一

一

一

一

一

1

一

1

一

二

＋

丁

＋

1

　

　

1

　

　

　

　

．

　

1

　

　

H

一

一

一

2

一

2

一

一

一

一

一

一

．

一

一

一

一

一

　

l

　

一

l

　

1

　

2

一

5

　

1

8

1

一

4

　

3

11

一

2

　

2

3

一

一

一

一

2

　

0

－LJ

一

2

　

9

－－〇

一

4

　

5

4

一

一

2

1

1

　

2

　

に

J

3

一

一

7

一

一

7

1

一

一

1

3

4＼本花粉

モミ属

ツカ属

トウヒ属

カラマツ属

マツ属　用礪不明）
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スギ属
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なければ、氾濫源になっている場所である。その中でも、微高地状に高まった部分に集落が分布してい

ると推測され、野沢の市街地もその一つであると思われる。おそらく、治水整備が行われる以前は、千

曲川をはじめ他の小河川による氾濫の影響を少なからず受けていたことが予想され、堀の埋積物はその

ような氾濫の際に堆積したものと推測される。おそらく、千曲川等の氾濫によって流水城の堆積物が窪

地となっている掘に堆積したため、このような群集になったとみられる。一方、Aトレンチの13層では

陸生珪藻が検出されるが、これは、当時の表土に由来すると思われる。13層の堆積物は、シルトを基質

とするが、礫や砂ブロックを含むなど自然堆積にしてほ不自然な点があることから、当時の表土等に

よって埋め戻された人為層であると思われる。

花粉分析結果をみると、マツ属が急増する傾向が認められる。マツ属は森林が失われた場所に先駆的

に進入して、森林を形成する陽樹であるため、人里近くに二次林として存在する場合が多い。また、成

長が早く、痩地でも育つためしばしば植林される。周辺地城のマツの増加は、人為的な植生破壊や植林

などによって増加したと思われるが、このような傾向は全国各地で報告されている。佐久地方で中・近

世を対象にした花粉分析の成果は見あたらないが、北信地域ではマツの急増は近世以降とされており

（田中・辻本；2000）、佐久地域でのマツの増加もほぼこれと同時期に相当する可能性がある。

一方、B・Cトレンチの下位などマツの増加が顕著でない層位は戦国時代～中世頃、すなわち、堀が

機能していた時の堆積物に相当するといえる。木本類をみると、マツ属、ツガ属、カバノキ属、コナラ

亜属がみられ、これらは本遺跡周辺の山地を中心に分布していたものと推定される。一方、クマシデ属

－アサダ属、ガマズミ属、ニレ属－ケヤキ属といった種類は、河川沿いなど湿ったところを中心に分布

していたものと推定される。草本花粉では、イネ科、クワ科、アカザ科、ヨモギ属などのいわゆる「人

里植物」が多く検出されることから、これらは遺跡周辺の草地に生育していたものと思われる。また、

ソバ属の花粉化石もみられることから、周辺でソバが栽培されていたと推測される。
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図版1　珪藻化石
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5・AmphoTa aIljDjs Kuetzing（Bq5）

6・Calonejs bacjIJum（Grun．）Cleve（B－4）

7・C囲如Ha加gl血1∂Var．月血肌豆a Skvortzow（A－2）
8・C囲ムella∫He∫1月Ca Bleisch（B－4）

9・Cymbella mInuta Hilse ex Rabh．（A－2）

10・C叩beJJa sIDUata Gregory（A－2）

11・Co即短刀e朋∫〃用紙汀e月∫eダrfc五e（A－2）

12・Go即hoDemaPaI・YultIm Kuetzing（A－1）

13・胸vIc〃Jaのeぴdola刀CeOJaJa Lange－Bertalot（B－1）

14・NavIcuJa elgjDeDSjs var．Deglecta（Krass．）Patrick（B－4）

15・Navjcula mLZtIca Kuetzing（A－2）

16・SelJaphoTaPuPula（Kuetz．）Mereschkowsky（B－5）

17・AchnaDthesJaDCeOlata（Breb．）Grunow（B－1）

18・Ac加∂月伽∫間如〃由0月ねHustedt（C－1）

19・Cocco17elsplacentula var．euglJWta（Ehr．）Cleve（A－2）

20・RhoIcospheDja abbTeYjata（Ag．）Lange－Bertalot（A－3）
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図版2　花粉化石

1．モミ属（A－2）

3．ツガ属（A－2）

5．コナラ属コナラ亜属（B－1）

50〃m
‾＿＿

（1－3）

2．トウヒ属（B－1）

4．マツ属複維管束亜属（A－2）

6．カバノキ属（C－1）
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図版3　花粉化石

●

ゥ　＿Vも　9a

7．ガマズミ属（B－1）

9．ソバ属（B－1）

11．ヨモギ属（B－1）

8．アカザ科（B－1）

10．イネ科（C－1）
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